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今号の表紙で使用した「セブンプレミアム」「セブンプレミアム ゴールド」の商品をご紹介します。 ※2024年9月時点の商品と商品名

10
月
10
日
、
当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
新

た
な
グ
ル
ー
プ
構
造
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
各
事
業
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
段
階
や
課
題
に
合

わ
せ
た
事
業
シ
ナ
リ
オ
を
描
き
、
自
律

的
な
財
務
規
律
を
も
っ
て
成
長
戦
略

を
推
進
す
る
体
制
で
す
。
2
0
0
5
年

9
月
の
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
発
足
か
ら
お
よ
そ
20
年
を
経
て
、

各
事
業
の
成
長
速
度
や
成
長
段
階
の
相

違
が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と

え
ば
、2
0
0
5
年
度
末
と
比
較
す
る

と
国
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以
下
、

C
V
S
）の
店
舗
数
は
ほ
ぼ
倍
増
、
世

界
で
は
そ
れ
以
上
の
増
加
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
に

占
め
る
海
外
C
V
S
事
業
の
割
合
は

58
%
ま
で
高
ま
る
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
で
の
成
長
機
会
を
的
確
に
と
ら
え
、

企
業
価
値
の
さ
ら
な
る
向
上
が
見
込

め
る
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア（
以
下
、S
S
T
）事

業
で
は
、
今
進
め
て
い
る
事
業
構
造

改
革
を
成
し
遂
げ
、
地
域
に
根
差
し
た

新
た
な
成
長
戦
略
へ
と
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、そ
し

て
金
融
事
業
に
お
い
て
は
グ
ル
ー
プ
の

共
通
基
盤
で
あ
る「
7
i
D
」を
軸
に

小
売
と
連
携
し
た
新
た
な
利
便
性
の

創
出
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、グ
ル
ー
プ

構
造
の
最
適
化
を
図
り
、当
社
は
国
内
お

よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
C
V
S

事
業
の
推
進
に
持
て
る
経
営
資
源
を

集
中
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
点
を
明
確

に
す
る
た
め
、
株
主
の
皆
様
の
ご
賛
同

を
得
た
う
え
で
社
名
を「7-Eleven 

corporation

（
仮
）」と
す
る
こ
と
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、S
S
T
事
業

お
よ
び
専
門
店
事
業
を
統
括
す
る
中

間
持
株
会
社「
ヨ
ー
ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
」を
新
設
し
、
当
社
連
結
決
算
に

お
け
る
持
分
法
適
用
会
社
と
す
る
と

と
も
に
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
招し

ょ
う
へ
い聘

し
て
資
本
強
化
を
図
り
、
成
長
戦
略
を

い
っ
そ
う
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
金
融

事
業
に
お
い
て
も
成
長
戦
略
の
加
速
に

資
す
る
最
適
な
資
本
関
係
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
C
V
S
、S
S
T
、

金
融
の
各
事
業
の
力
強
い
成
長
に
向
け
、

今
後
と
も
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆

様
の
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
、グ
ル
ー

プ
構
造
の
最
適
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
に
は
、い
っ
そ
う
の
ご
理

解
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

セブン＆アイＨＬＤＧＳ．代表取締役社長

井 阪  隆 一

さ
ら
な
る
成
長
シ
ナ
リ
オ
”に
向
け
、

グ
ル
ー
プ
構
造
の
最
適
化
を

推
進
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

1



※内容量や包装方法などの規格も同一の場合

2
0
0
7
年
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
以
下
、
P
B
）

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
P
B
と
い
え
ば
P
B
専
門
メ
ー

カ
ー
に
委
託
し
て
生
産
し
、
品
質
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド（
以
下
、
N
B
）商
品
に
及

ば
な
い
が
、
廉
価
で
お
求
め
や
す
い
商
品
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
そ
こ
で「
セ
ブ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、
有
力
N
B
メ
ー
カ
ー
様

と
と
も
に
商
品
を
開
発
し
、グ
ル
ー
プ
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
を
交
え
た
チ
ー
ム

M
D（
5
ペ
ー
ジ
参
照
）と
い
う
独
自
の
開

発
手
法
で
商
品
開
発
か
ら
販
売
ま
で
従
来

と
は
異
な
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
N
B
商

品
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
品
質
を
実

現
し
つ
つ
、よ
り
お
求
め
や
す
い
価
格
を
実

現
。
さ
ら
に
、
商
品
に
は
メ
ー
カ
ー
名
を
明

記
す
る
な
ど
、
当
時
の
常
識
を
覆
す
P
B

と
し
て
大
き
な
反
響
を
持
っ
て
お
客
様
や

社
会
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
お
い
し
さ
や
安
全
・

安
心
と
い
っ
た
品
質
を
第
一
に
開
発
を
進

め
、
2
0
1
0
年
9
月
に
は
専
門
店
に

負
け
な
い
味
・
品
質
を
追
求
し
た「
セ
ブ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム 

ゴ
ー
ル
ド
」も
登
場
。
現
在
で

は
6
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
で
約
3
4
0
0
ア
イ

テ
ム
の
商
品
群
を
擁
し
、グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー

が
息
づ
く
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の「
顔
」

と
も
呼
べ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア（
以
下
、
C
V
S
）、ス
ー
パ
ー

ス
ト
ア（
以
下
、
S
S
T
）な
ど
業
態
の
垣

根
を
越
え
て
、
同
一
商
品
※ 

は
同
じ
価
格
で

販
売
し
て
い
る
こ
と
も
、
重
要
な
特
色
の
一

つ
で
す
。
業
態
ご
と
に
販
促
手
法
や
価
格

政
策
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
中
で
、
業
態

に
か
か
わ
ら
ず
常
に
定
価
販
売
で
値
引
き

を
せ
ず
、
同
一
価
格
を
堅
持
す
る
こ
と
は
困

難
な
取
り
組
み
で
し
た
。
当
初
、
グ
ル
ー
プ

各
社
間
で
大
き
な
議
論
と
な
り
ま
し
た
が
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア

ム
」の
品
質
、
価
格
に
対
す
る
お
客
様
の

認
知
度
を
高
め
、
信
頼
感
を
醸
成
し
て
い

く
た
め
に
、
業
態
を
越
え
て
同
一
価
格
と
定

価
販
売
を
堅
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
共
通
理
解
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
考

え
方
に
い
た
る
重
要
な
背
景
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
開
発
の
仕
組
み
で
す
。
チ
ー
ム

M
D
に
よ
る
各
社
の
知
見
の
深
化
や
、
全

量
買
い
取
り
制
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
大
き
な
販
売
力
が
コ
ス
ト

低
減
に
寄
与
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
の
業
態
で

も
お
客
様
に
ご
納
得
い
た
だ
け
る
価
格
設

定
と
利
益
性
を
両
立
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
独
自
の
コ
ス
ト
構
造
お
よ
び
利
益
構

造
に
よ
り
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
丹

念
に
個
々
の
商
品
を
育
成
し
、
味
や
品
質

な
ど
の
向
上
を
通
じ
て
お
客
様
に
利
益
還

元
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、
発
売
以
来
、

お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
広
げ
て
い
き
、
2
0

2
3
年
度
に
は
累
計
販
売
額
が
15
兆
円

を
突
破
し
ま
し
た
。
販
売
品
目
数
も
増
加

し
、
現
在
の
商
品
数
は
お
よ
そ
3
4
0
0

ア
イ
テ
ム
に
上
り
、
年
間
販
売
額
は
約

1
兆
4
5
0
0
億
円
に
達
し
て
い
ま
す

（
2
0
2
4
年
2
月
末
）。「
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム
」
が
誕
生
し
た
2
0
0
7
年
以

降
、
経
済
環
境
は
大
き
な
変
化
を
続
け
て

お
り
、
社
会
環
境
も
大
規
模
な
災
害
や
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
予
測
を
超
え
る
変
動
に

見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
続
け
て
お
り
、

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
お
客
様
の
そ
の

時
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
新
商
品
の

開
発
と
と
も
に
既
存
商
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
注
力
し
、
毎
週
20
〜
30
ア
イ
テ
ム
を

新
規
に
導
入
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

現
在
で
は
年
間
販
売
額
が
10
億
円
以
上

の
商
品
が
3
0
0
ア
イ
テ
ム
を
超
え
て
い

ま
す（
2
0
2
3
年
度
実
績
）。

こ
の「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」を
支
え
て
い

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
現
在
、
4
5
2

社
、
1
4
5
3
工
場（
2
0
2
3
年
度
） に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、セ
ブ
ン
&
ア

イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が「
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム
」の
製
造
に
あ
た
っ
て
直
接
取
引
し

て
い
る
お
取
引
先
様
の
数
で
、
原
材
料
の

産
地
を
は
じ
め
、
開
発
か
ら
販
売
ま
で
発

生
す
る
業
務
関
連
の
事
業
所
や
工
場
な
ど

を
含
め
る
と
、
さ
ら
に
大
き
な
広
が
り
と

な
り
ま
す
。
安
全
・
安
心
や
お
い
し
さ
な

ど
、
お
客
様
の
日
常
生
活
に
寄
り
添
い
な

が
ら
提
供
し
て
い
る
価
値
は
、
経
済
効
果

全
体
を
視
野
に
入
れ
る
と
社
会
全
体
に
ま

で
広
が
る
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
気
N
B（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）

に
負
け
な
い
品
質
と

お
求
め
や
す
い
価
格
の
両
立

B R A N D s
広がる「セブンプレミアム」ブランド

セブンプレミアムは、みなさまに笑顔をお届けします。

安全・安心で、「こんなのほしかった」と

よろこばれるのはもちろん、

地球にも、からだにも、やさしい商品づくりに挑戦し続け、

みなさまと一緒にしあわせな未来をめざします。

『セブンプレミアム』ステートメント

今日も未来も、
みんな笑顔で。

セブン&アイ・ホールディングス
執行役員
最高商品戦略責任者（CMDO）
兼グループ商品戦略本部長

セブン&アイ・ホールディングス
グループ商品戦略本部 副本部長
兼セブンプレミアム開発戦略部
シニアオフィサー

大竹 正人

北村 成司

お
客
様
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
続
け

累
計
販
売
額
15
兆
円
突
破

「セブンプレミアム」の現在「セブンプレミアム」の現在
2007年に49品目から始まった、2007年に49品目から始まった、
「セブンプレミアム」。それは、プライ「セブンプレミアム」。それは、プライ
ベートブランドのイメージと常識をベートブランドのイメージと常識を
一新する挑戦であるとともに、グ一新する挑戦であるとともに、グ
ループシナジーの出発点でした。そループシナジーの出発点でした。そ
の挑戦は、多くのお客様よりご支持の挑戦は、多くのお客様よりご支持
いただき、2023年度までの累計販いただき、2023年度までの累計販
売額は15兆円を突破するブランド売額は15兆円を突破するブランド
に成長。その商品分野は、食品からに成長。その商品分野は、食品から
日用品、衣料へと広がっています。日用品、衣料へと広がっています。
今回は、その基本となる考え方と今回は、その基本となる考え方と
独自の開発手法、そしてこれからの独自の開発手法、そしてこれからの
取り組みについてご紹介します。取り組みについてご紹介します。

セブンカフェ
 （2013年～）

いつでもどこでもこだわりのおい
しさで、「リフレッシュできるひと
時」とワクワクする笑顔をお届けし
ます。

セブンプレミアム ゴールド
 （2010年～）

一流の料理人や専門家と共に
「とっておきの味」とみんなに教え
たくなるおいしさを、食卓にお届
けします。

セブンプレミアム
ライフスタイル （2012年～）

地球環境にも配慮し、確かな技術
とこまやかな工夫を重ね、「自分ら
しくいられる」と感じながら未来に
続く生活をお届けします。

セブンプレミアム
 （2007年～）

「毎日食べたい」と満足いただける
おいしさを、食卓にお届けします。

セブン・ザ・プライス
 （2022年～）

確かな品質と安心価格で、「これ
はおトク」とうれしくなるいつもの
商品をお届けします。

セブンプレミアム フレッシュ
 （2017年～）

サステナビリティや旬を大切にし
て、「いつでも安心」と心から思え
る新鮮なおいしさを、生産者から
食卓へお届けします。

常識を覆す挑戦とグループシナジーの結晶
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計

アイテム
303

住居関連・衣料

加工食品
136

デイリー
食品
108

生鮮食品
53

6

チームMD体制：グループシナジーを追求

セブンプレミアムの開発には、グループ各社のMD、バイヤーが参画し、
グループシナジーを生んでいます。

MD

ベンダー様

製造メーカー様

原材料メーカー様

包材メーカー様

年間売上額10億円以上の商品＊

※画像と価格は、セブン- イレブンでの商品画像と2024年11月時点の販売
価格 ※店舗により一部取り扱いのない場合がございます ※税込価格は、
軽減税率対象商品は消費税8%で表示

第1位
セブンプレミアム 蒙古タンメン中本 
辛旨味噌 122g
価格 ： 240円 （税込259.20 円）

東京都板橋区が本店の人気ラーメン店「蒙古タン
メン中本」の看板メニュー「蒙古タンメン」を再現
した、やみつきになる旨辛な味わいです。

第2位

セブンプレミアム
毎日の食卓牛乳 1000ml
価格 ： 238円 （税込257.04円）

牛乳本来のフレッシュな味わいが楽しめる、成分
無調整牛乳。コクのある味わいで、毎日飲みたい
方やご家庭でのご利用におすすめです。

第3位

セブンプレミアム 
カフェラテ レギュラー 300ml
価格 ： 208円 （税込224.64円）

深い味わいのあるコーヒー豆を配合しました。また、
生乳使用量を40％とすることでミルクのコクと
甘みをお楽しみいただけます。

セブンプレミアム 
ジャスミン茶 600ml
価格 ： 100円 （税込108円）

最高等級茶葉「銀毫（ぎんごう）」を30%使用し、
上品で華やかな香りが引き立ちます。しっかりし
たジャスミンの香りとすっきりした味わいは、食事
のお供やリラックスタイムにピッタリです。

第4位

セブンプレミアム
さばの塩焼
価格 ： 348円 （税込375.84円）

脂のりの良い、鮮度にこだわったさばを使用。直火でしっかり焼き
上げており、皮は香ばしく、身はふっくらとした焼き魚をレンジで
簡単にお楽しみいただけます。

第5位

（＊2023年3月1日～2024年2月29日集計）

（＊2023年3月1日～2024年2月29日集計）

売上金額TOP 5＊セブンプレミアム

セブンプレミアム（食品）の開発体制（2024年3月時点）

MDが中心となり、グループ外部のさまざまな専門家と
チームを組んで高品質な商品を開発。チームMD体制

生鮮部会デイリー部会加工食品部会

スーパーストア
（イトーヨーカ堂、ヨーク、ヨークベニマル）

 その他 コンビニエンスストア
（セブン‐イレブン）

参
画
し
て
い
た
だ
き
、マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
な

ど
必
要
な
情
報
を
随
時
共
有
し
な
が
ら
、

商
品
づ
く
り
を
進
め
る
仕
組
み
で
す
。「
セ

ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」で
は
、
商
品
分
野
ご
と

に
23
の
部
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
に

は
各
事
業
会
社
で
商
品
開
発
を
担
当
し
て

い
る
M
D
や
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加
し
、「
お
客

様
の
今
の
ニ
ー
ズ
」「
今
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
状

況
」を
開
発
現
場
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
開
発
に
参
画
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
各
社
の
M
D
、バ
イ
ヤ
ー
は
、
約

2
0
5
人（
2
0
2
4
年
10
月
時
点
） に

上
り
、
各
部
会
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
部
会
を

束
ね
、
開
発
を
統
括
し
て
い
る
の
が
セ
ブ
ン

&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
グ
ル
ー
プ

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
真
の
強
み
は
、

一 

品  

一 

品
を
大
切
に
育
成
す
る
と
い
う
商

品
づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
開
発
を
支
え

て
い
る
の
が
、
チ
ー
ム
M
D
（
チ
ー
ム
・

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）と
い
う
セ
ブ
ン

&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
が
独
自
に
磨
き
あ
げ
て
き

た
手
法
で
す
。
こ
れ
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ザ
ー（
以
下
、
M
D
）や

バ
イ
ヤ
ー
と
と
も
に
、
原
材
料
、
製
造
・
加

工
、
包
材
な
ど
各
メ
ー
カ
ー
様
や
ベ
ン
ダ
ー

様
な
ど
、
各
分
野
で
す
ぐ
れ
た
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
外
の
専
門
家
に
も

商
品
戦
略
本
部
で
す
。
こ
う
し
た
開
発
組

織
に
よ
っ
て
、
商
品
ご
と
に
原
材
料
産
地
、

製
造
、
販
売
な
ど
多
様
な
現
場
か
ら
の
情

報
や
デ
ー
タ
が
集
ま
る
と
と
も
に
、
商
品
の

方
向
性
や
品
質
な
ど
で
一
貫
性
を
持
っ
た
商

品
づ
く
り
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

も
う
1
点
、
開
発
に
欠
か
せ
な
い
の
が

「
開
発
プ
ロ
セ
ス
シ
ー
ト
」で
す
。
そ
の
原
型

は
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン（
以
下
、

S
E
J
）が
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に
あ

た
っ
て
長
年
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
化
し
、
同
社
の
商
品
開
発
部

門
で
共
有
で
き
る
よ
う
に「
見
え
る
化
」し
た

も
の
。
市
場
調
査
か
ら
商
品
と
し
て
店
舗
に

並
ぶ
ま
で
、マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
進
め

方
が
整
理
さ
れ
た
も
の
で
、い
わ
ば
S
E
J

の
商
品
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
の
塊
で
す
。「
セ
ブ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム
」の
ス
タ
ー
ト
に
際
し
て
、そ
の

開
発
の
総
指
揮
を
執
っ
た
大
髙
善
興
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
社
長（
現 

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
名

誉
会
長
）が
、こ
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
シ
ー
ト

の
す
ぐ
れ
た
機
能
に
着
目
し
、
S
E
J
に

協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
各
社
と

連
携
し
て
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」に
合
わ

せ
た
開
発
プ
ロ
セ
ス
シ
ー
ト
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
う
し
た
誕
生
の 

ひ
と
コ
マ
に
も
、

グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」の
開
発
を
統
括
す

る
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

最
高

商
品
戦
略
責
任
者（
C
M
D
O
）兼
グ
ル
ー

プ
商
品
戦
略
本
部
長
の
大
竹
正
人
執
行
役
員

（
以
下
、大
竹
）は
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」

を
グ
ル
ー
プ
で
開
発
す
る
強
み
に
つ
い
て
、

こ
う
指
摘
し
て
い
ま
す
。

「
当
社
グ
ル
ー
プ
に
は
C
V
S
と
S
S
T

の
両
業
態
が
あ
り
、
各
事
業
会
社
が
開
発

に
参
画
す
る
こ
と
で
、
各
業
態
の
視
点
を

採
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え

ば
、
商
品
の
原
材
料
と
な
る
生
鮮
食
品
に

つ
い
て
は
、
S
S
T
の
M
D
は
季
節
ご
と

に
ど
こ
の
産
地
が
適
し
て
い
る
か
を
把
握

し
て
い
て
、
原
材
料
の
産
地
を
移
し
な
が
ら

年
間
を
通
じ
て
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ

け
る
商
品
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
S
E
J
の
M
D
は
、
チ
ー
ム
M
D

に
習
熟
し
て
い
て
、
決
め
ら
れ
た
開
発
期
間

で
、
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
を
つ
く
り
あ

げ
る
に
は
、
何
が
大
切
か
と
い
う
点
も
よ
く

理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
、
業

態
を
越
え
て
共
有
す
る
こ
と
が『
セ
ブ
ン
プ

レ
ミ
ア
ム
』を
味
や
品
質
の
点
で
他
と
差
別

化
さ
れ
た
商
品
に
し
て
い
ま
す
。」

そ
れ
で
は
「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
竹
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
大
前
提
と
し
て
、
お
い
し
さ
や
安
全
・

安
心
と
い
っ
た
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品

開
発
を
行
う
と
い
う
原
点
を
見
失
う
こ
と

な
く
、一 

品  

一 

品
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
粗
製
乱
造

に
な
ら
な
い
よ
う
に
死
筋
を
排
除
し
て
品
揃

え
を
絞
り
込
み
、
主
力
商
品
を
磨
き
込
む

こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、

お
客
様
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
直
近
で
は
、
イ

ン
フ
レ
傾
向
が
顕
著
に
な
り
、
お
客
様
の
生

活
防
衛
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
上
質
を
求
め
る
傾
向
も
依
然
と
し

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
消
費
の
現
場
で

は
経
済
性
志
向
と
上
質
志
向
の
二
極
化
が

見
ら
れ
ま
す
。『
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
』は
、

こ
の
二
方
向
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き

ま
す
。」

経
済
性
志
向
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
、

2
0
2
2
年
か
ら
展
開
し
て
い
る
の
が

「
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
」で
す
。
こ
れ

は
、
味
や
品
質
と
い
っ
た
基
本
を
守
り
な
が

ら
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
や
シ
ン

プ
ル
な
商
品
づ
く
り
の
追
求
な
ど
で
コ
ス
ト

低
減
を
図
る
と
と
も
に
、お
徳
用
サ
イ
ズ
の

導
入
な
ど
お
客
様
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
た
、

よ
り
お
求
め
や
す
く
お
得
感
の
あ
る
価
格
を

実
現
し
た
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
2
0
2
3
年
度

か
ら
こ
の「
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
」の
開

発
に
一
段
と
注
力
し
て
き
た
結
果
、お
客
様

の
支
持
も
高
ま
り
続
け
、
2
0
2
4
年
度

上
期
に
は
前
年
比
で
2
倍
を
上
ま
わ
る
売

上
推
移
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「『
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
』は
、
子
育

て
世
代
の
お
客
様
に
好
評
で
、
20
〜
30
代

の
新
た
な
顧
客
層
の
開
拓
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、『
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ

ス
』を
お
求
め
の
お
客
様
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

単
価（
一
回
の
お
買
物
の
金
額
）が
高
い
と

い
う
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。
味
や
品
質
と

い
っ
た
価
値
と
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

商
品
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
積
極
的

に
お
買
物
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
経
済
性
は
前
提
条
件
で
、

価
格
以
外
の
価
値
の
あ
る
商
品
を
つ
く
ら

な
い
と
お
客
様
は
買
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
」と

大
竹
は
言
い
ま
す
。

ま
た
、
直
近
の
傾
向
で
は
、「
セ
ブ
ン
プ

レ
ミ
ア
ム 

ゴ
ー
ル
ド
」な
ど
上
質
志
向
の

商
品
も
、
再
び
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、「
楽
し
く
お
買
物
を
し

た
い
、
日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
し
た

贅
沢
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
体
験
価
値
へ

チ
ー
ム
M
D
×
開
発
プ
ロ
セ
ス
シ
ー
ト

独
自
手
法
が
生
む

「
こ
だ
わ
り
の
品
質
」

「
経
済
性
」と「
上
質
」

二
方
向
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

45



「
経
済
性
」と「
上
質
」と
い
う
二
極

化
す
る
消
費
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る

た
め
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」で
は
、た

と
え
ば
同
じ「
食
パ
ン
」と
い
う
商
品

で
も
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
っ
た

商
品
づ
く
り
を
行
い
、
選
択
の
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
お
買
物
が
よ

り
楽
し
く
な
る
選
択
肢
は
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
、『
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス　

 

食
パ
ン
』シ
リ
ー
ズ
の
販
売
は
伸
長
。

『
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム 

ゴ
ー
ル
ド　

金
の

食
パ
ン
』も
根
強
い
人
気
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」

北海道産の小麦粉を使用。その
まま食べてもおいしい、もっちり
とした食感の食パン。

『セブンプレミアム ゴールド　
金の食パン 4枚入』
価格 ： 298円 （税込321.44 円）

毎日食べる食パンとして、飽き
のこないシンプルな味わい。

『セブン・ザ・プライス
しっとり食パン 6枚入』
価格 ： 108 円 （税込116.64 円）

の
志
向
は
、
い
ま
や
幅
広
い
世
代
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
す
。『
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム 

ゴ
ー
ル
ド
』が
好
調
な
背
景
に
は
、

そ
う
し
た
体
験
価
値
を
積
極
的
に
求
め

る
と
い
う
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
う
か
が
え

ま
す
」と
大
竹
は
分
析
し
て
い
ま
す
。

二
極
化
し
て
き
た
お
客
様
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
と
も
に
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」

が
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
新
し

い
価
値
の
提
案
で
す
。
そ
の
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
健
康
」と
「
環
境
対

応
」。
健
康
に
関
し
て
は
、
糖
質
ゼ
ロ
商
品

の
拡
充
な
ど
、
商
品
の
磨
き
込
み
を
通
じ

て
健
康
志
向
へ
の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

食
物
繊
維
や
た
ん
ぱ
く
質
、
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
栄
養
素
の
表
示
に
お
客
様
に
ひ
と
目

で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ア
イ
コ
ン

を
採
り
入
れ
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
取
り

組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
対
応

に
お
い
て
も
包
材
簡
素
化
な
ど
、
着
実
に

推
進
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
持
続
可
能
な

調
達
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を
注
い
で
お

り
、た
と
え
ば
農
産
物
の
基
準「
G
A
P

（G
oo
d A

g
ricultural P

ractices

）」

の
日
本
基
準「
J
G
A
P
指
導
員
」の
資

格
を
有
す
る
M
D
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
原
材
料
調
達
に
つ
い
て
、
北
村
成
司
グ

ル
ー
プ
商
品
戦
略
本
部 

副
本
部
長
兼
セ
ブ

ン
プ
レ
ミ
ア
ム
開
発
戦
略
部 

シ
ニ
ア
オ
フ
ィ

サ
ー（
以
下
、
北
村
）は
、
次
の
よ
う
に
語

り
ま
す
。

「『
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
』の
製
造
規
模
に

対
し
、
各
認
証
機
関
で
認
証
さ
れ
た
原
材

料
で
は
量
が
足
り
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
認
証
の
取
得
に
際
し
て
、
生
産

者
の
皆
様
の
負
担
も
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は

生
産
者
の
皆
様
と
連
携
し
て
、
新
た
な
独

自
の
認
証
機
関
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
い
ま
す
。
産
地
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

調
達
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
産
地
の
支

援
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ブ
ラ
ン

ド
が
産
地
と
寄
り
添
っ
て
成
長
を
と
も
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。」

こ
の
ほ
か
、
安
全
・
安
心
な
商
品
提
供

の
た
め
に
、
商
品
の
品
質
管
理
に
も
注
力

し
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
商
品
戦
略
本
部

と
各
事
業
会
社
の
Q
C
担
当
者
が
連
携
し

て
、
個
々
の
商
品
の
品
質
管
理
を
進
め
る
と

と
も
に
、
お
取
引
先
様
の
1
4
5
3
工
場

へ
の
監
査
も
実
施
。
安
全
・
安
心
の
担
保
に

は
、
し
っ
か
り
と
コ
ス
ト
を
か
け
、
お
客
様

の
信
頼
に
お
応
え
す
る
品
質
の
担
保
と
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
、「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」

は
15
周
年
を
迎
え
、
改
め
て
ブ
ラ
ン
ド
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト「
今
日
も
未
来
も
、
み
ん
な

笑
顔
で
。」を
策
定
し
ま
し
た
（
3
ペ
ー
ジ

参
照
）。

『
安
全
・
安
心
で
、「
こ
ん
な
の
ほ
し
か
っ

た
」と
よ
ろ
こ
ば
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
地

球
に
も
、
か
ら
だ
に
も
、
や
さ
し
い
商
品
づ

く
り
に
挑
戦
し
続
け
る
』と
い
う
開
発
の

理
念
は
、
チ
ー
ム
M
D
や
開
発
プ
ロ
セ
ス

シ
ー
ト
と
い
っ
た
独
自
の
開
発
手
法
の
裏

づ
け
を
得
て
、
個
々
に
磨
き
込
ま
れ
、
多
く

の
お
客
様
の
も
と
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
商
品
は
、
基
本
的
に
25
週
間
ほ
ど
の
開

発
期
間
で
世
の
中
に
送
り
出
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
で
商
品
開
発
が
終
わ
る
わ
け
で
は
な

く
、
お
客
様
の
声
や
反
響
を
受
け
止
め
て
、

さ
ら
に
磨
き
込
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

商
品
を
送
り
出
し
て
か
ら
育
て
て
い
く
過

程
に
も
、一 

品  

一 

品
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
ま
た
、
商
品

開
発
の
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
」と
北
村
は

言
い
ま
す
。

お
客
様
と
商
品
の
出
会
い
が
商
品
を
育

て
、
新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
育
ん
で
い
く
。

「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、
今
後
も
皆
様

と
と
も
に
、
進
化
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

産
地
と
も
連
携
し
て

新
た
な
価
値
提
案
へ

お
客
様
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
ま
で
磨
き
込
む

9
月
3
日
、セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン（
以
下
、
S
E
J
）は
、【
味
、品
質
へ

の
こ
だ
わ
り
は
そ
の
ま
ま
に
、
手
頃
な
価
格

で
提
供
す
る「
う
れ
し
い
値
！
」商
品
】の

拡
充
を
発
表
し
ま
し
た
。
7
月
か
ら
展
開
し

始
め
た『
手
巻
お
に
ぎ
り 

し
ゃ
け
』（
税
抜

1
2
8
円
）な
ど
に
加
え
、チ
ル
ド
弁
当
な

ど
も
新
た
に
発
売
し
、フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド

で
65
ア
イ
テ
ム
に
拡
大
。
ま
た
、
従
来「
安

心
価
格
」と
し
て
訴
求
し
て
き
た「
セ
ブ
ン

プ
レ
ミ
ア
ム
」の
食
品
2
0
5
ア
イ
テ
ム
、

さ
ら
に
、「
セ
ブ
ン
・
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
」の
日

用
品
18
ア
イ
テ
ム
も
9
月
以
降
順
次
全
国

で
発
売
す
る
な
ど
、品
質
と
経
済
性
を
両
立

さ
せ
る
商
品
展
開
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

S
E
J
で
は
、こ
れ
ま
で
も「
安
心
価

格
」の
訴
求
を
通
じ
て
、
品
質
と
と
も
に
経

済
性
を
重
視
し
た
品
揃
え
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
以
降
、
広
範
な
分

野
で
価
格
上
昇
が
顕
著
に
な
り
、
20
〜
30

代
の
客
層
を
中
心
に
節
約
志
向
が
高
ま
る

中
、
S
E
J
で
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ド
な
ど

の
販
売
数
や
客
数
に
影
響
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
そ
の
背
景
に
は
、
物

価
の
高
止
ま
り
や
実
質
賃
金
の
問
題
な
ど

の
経
済
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、コ
ン
ビ
ニ

の
価
格
帯
は
ほ
か
の
業
態
に
比
べ
て
割
高
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
お
客
様
に
根
づ
い
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」 。
そ
う
語

る
の
は「
う
れ
し
い
値
！
」開
発
を
推
進

す
る
、
羽
石
奈
緒
執
行
役
員
商
品
本
部
長

（
以
下
、
羽
石
）。
商
品
本
部
で
は
、
今
年

の
第
2
四
半
期
に
入
っ
て
す
ぐ
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
食
品
の
製
造
工
場
が
加
盟
す
る
日
本
デ

リ
カ
フ
ー
ズ
協
同
組
合
を
は
じ
め
、お
取

引
先
様
各
社
も
交
え
て
集
中
的
な
議
論
を

重
ね
、
S
E
J
な
ら
で
は
の
味
や
品
質
へ

の
こ
だ
わ
り
は
そ
の
ま
ま
に「
価
格
と
い
う

価
値
」を
お
客
様
に
発
信
で
き
る
商
品
づ

く
り
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

「
従
来
は『
少
し
値
段
が
高
く
て
も
、
お

い
し
い
か
ら
買
う
』で
し
た
が
、
昨
今
は

『
お
い
し
い
け
れ
ど
、
高
い
か
ら
買
わ
な
い
』

と
い
う
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
変

化
を
見
過
ご
せ
ば
、
こ
の
先
ず
っ
と
一
定
の

客
層
の
支
持
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
強
い

危
機
感
を
持
ち
ま
し
た
」と
羽
石
は
述
べ

ま
す
。
そ
の
た
め
、一 

時
的
な
価
格
対
策
で

は
な
く
、「
恒
常
的
な
品
揃
え
の
中
で
経
済

性
を
重
視
し
た
商
品
の
割
合
の
強
化
」を

追
求
。
手
頃
な
価
格
帯
の
商
品
を
持
続
的

に
提
供
す
る
た
め
に
、
商
品
ア
イ
テ
ム
を
集

約
し
て
製
造
現
場
の
生
産
効
率
を
高
め
、

1
ア
イ
テ
ム
当
た
り
の
販
売
量
の
増
大
に

よ
っ
て
工
場
稼
働
率
を
高
め
る
こ
と
に
注

力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
持
続
的
な
商
品

提
供
に
は
製
造
か
ら
販
売
ま
で
、
無
理
な

く
コ
ス
ト
低
減
を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
商
品
ご
と
に
販
売
量
の

目
標
を
定
め
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
や

加
盟
店
様
と
も
連
携
し
て
、
店
舗
の
発
注

か
ら
強
化
・
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
羽
石
は
今
後
に
つ
い
て「
中
食

分
野
に
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
が
参
入
す
る
中

で
、
コ
ン
ビ
ニ
価
格
帯
の
割
高
感
を
払
拭

す
る
に
は
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
、
販

促
、
接
客
な
ど
、
す
べ
て
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
商
品
本
部
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本

部
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
本
部
と
い
う
3
部
門

の
連
携
を
強
化
し
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
即
応
で
き
る
体
制
で
臨
ん
で
い
ま
す
。

『
う
れ
し
い
値
！
宣
言
』に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
後
さ
ら
な
る
成
長
力
の
強
化
に
向
け
て
、

三
位
一
体
の
体
制
で
取
り
組
み
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

セブン-イレブンセブン-イレブン
““変化対応変化対応””のの現在現在

セブン‐イレブン・ジャパン 執行役員 商品本部長

羽
は い し

石 奈緒
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近
年
、
小
麦
や
砂
糖
な
ど
原
材
料
価
格

の
高
騰
に
よ
る
価
格
改
定
へ
の
対
応
が
先

行
し
、
新
商
品
の
開
発
が
難
航
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、「
お
客
様
に
ワ
ク
ワ
ク

す
る
商
品
を
お
届
け
し
た
い
」と
い
う
思
い

の
も
と
、
基
本
に
立
ち
返
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

分
析
を
進
め
、
2
0
2
2
年
に
『
チ
ョ

コ
っ
と
グ
ミ
』の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
菓
子
市
場
で
安
定
し
た
人
気
を

誇
っ
て
い
た
の
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
し
た
が
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
っ
た
商
品
は
ク
ッ
キ
ー

や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
、
す
で
に
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
若
年
層

を
中
心
に
流
行
し
て
い
る
グ
ミ
で
し
た
。

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
グ
ミ
を
組
み
合
わ
せ
た

ら
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
商
品
に
な
る
の
で

は
？
」「
ト
レ
ン
ド
の
担
い
手
で
あ
る
10
〜

20
代
に
商
品
を
届
け
ら
れ
た
ら
」と
考
え
、

新
食
感
の
お
菓
子『
チ
ョ
コ
っ
と
グ
ミ
』が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

開
発
に
あ
た
り
、
従
来
の
や
り
方
を
大

き
く
見
直
し
ま
し
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
菓
子
市
場
の
ト
レ
ン
ド
に
お
い
て
、

高
品
質
か
つ
持
続
可
能
な
原
材
料
を
採
用

し
、
迅
速
に
商
品
開
発
を
進
め
る
た
め
、

新
た
な
お
取
引
先
と
し
て
、
ス
ト
ロ
ン
グ

ハ
ー
ト
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
社
で
製
造
工
場
を
持
た
ず
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
会
社
の
垣
根
を
越
え
た

メ
ン
バ
ー
が
一
丸
と
な
っ
て
も
の
づ
く
り
を

行
う
同
社
は
、
試
行
錯
誤
の
過
程
に
お
け

る
一
つ
ひ
と
つ
の
動
き
が
迅
速
で
、
す
ぐ
に

形
に
し
て
意
見
交
換
の
場
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
る
。
そ
ん
な
熱
意
あ
ふ
れ
る
姿
勢
に

刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
良
の
原
料

で
、
何
度
も
試
作
を
繰
り
返
し
、
お
求
め

や
す
い
1
0
0
円
※
1
と
い
う
価
格
的
な

価
値
を
追
求
し
な
が
ら
ト
レ
ン
ド
を
逃
す

こ
と
な
く
新
商
品
を
創
出
で
き
た
の
は
、

同
社
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。

さ
ら
に
、
グ
ミ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
両
方
の

お
い
し
さ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
グ
ミ
に
は

国
産
果
汁
を
使
用
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
グ

ミ
と
も
相
性
が
良
く
、
カ
カ
オ
本
来
の
味
わ

い
を
楽
し
め
る
ク
ー
ベ
ル
チ
ュ
ー
ル
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
※
2
で
包
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
カ

カ
オ
農
家
を
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
と
自

然
を
守
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
使
用
、
果
汁

も
規
格
外
と
な
っ
た
果
物
を
活
用
す
る
な

ど
、
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す（
9
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
参
照
）。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
従
来
の「
セ
ブ
ン
プ
レ

ミ
ア
ム
」ブ
ラ
ン
ド
に
は
な
か
っ
た
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。
発
売
以
降『
チ
ョ
コ
っ

と
グ
ミ
』は「
こ
ん
な
お
菓
子
が
ほ
し
か
っ

た
」と
S
N
S
で
多
く
シ
ェ
ア
さ
れ
、
大

反
響
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
の
ほ
し
か
っ
た
」
を

追
求
し
て
、
新
食
感
の
商
品
を
開
発

チ
ョ
コ
×
グ
ミ
の
組
み
合
わ
せ
で
、新
し
い
ト
レ
ン
ド
を
創
出

セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム

チ
ョ
コ
っ
と
グ
ミ

物
価
高
の
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

モニター調査の結果をふま
え、大きすぎず、適度なかみ
ごたえのあるサイズに。

味と食感の組み合わせを楽しめるよう、チョコの
層をできる限り薄めに。カカオ本来の味わいが楽
しめる「クーベルチュールチョコレート」を使用。

グミにはもち米粉を配
合し、弾力のある食感
を実現。国産果汁入り。

株
式
会
社

ス
ト
ロ
ン
グ
ハ
ー
ト

代
表
取
締
役

鈴
木 

一
也 

氏

2024年 4月に発売された『チョコ
っとグミ 沖縄県産マンゴー味』に
は、前年の台風の影響で規格外とな
った、沖縄県産のアップルマンゴー
ピューレを使用。食材をムダなく活
用する取り組みを SNS 上でも発信
したところ、多くの共感と応援の声
をいただきました。

食品ロスを防ぐために

当
社
の
「
日
本
、
そ
し
て
世
界
中
の
作

り
手
と
と
も
に
、『
新
し
い
技
術
』『
新
し
い

素
材
』を
開
発
し
、『
ト
レ
ン
ド
』を
リ
ー

ド
す
る
新
し
い
商
品
を
お
客
様
に
お
届
け

す
る
」と
い
う
思
い
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
様
と
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。

さ
ら
に
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
菓
子
部
会
を
通

じ
て
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
様
な

ど
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
皆
様
に

共
鳴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
こ
れ
ま
で
に
な
い
商
品
」「
高

品
質
」「
低
価
格
」を
同
時
に
追
求
す
る
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
時

グ
ミ
市
場
は
拡
大
し
て
お
り
、
既
存
の
生

産
ラ
イ
ン
は
ほ
ぼ
空
き
が
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
生
産
工
程
を
根
本
か

ら
見
直
す
た
め
に
、
現
場
の
声
を
集
め
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
製

造
工
場
は
少
量
多
品
種
の
生
産
を
行
っ
て

お
り
、
製
品
の
切
り
替
え
ご
と
に
洗
浄
工

程
な
ど
で
、
ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
が
生
じ
る
と

い
う
問
題
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
の
販
売
力

を
活
か
し
て
、一
度
に
ま
と
ま
っ
た
数
を
製

造
す
る
こ
と
で
、
連
続
生
産
を
実
現
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
効
率
が
向
上
し
、

大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
も
達
成
で
き
ま
し
た
。

　

技
術
面
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が
あ
り

ま
し
た
。
グ
ミ
な
ど
の
柔
ら
か
い
素
材
を

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
包
む
の
は
難
し
く
、
製
造

過
程
で
傷
や
は
が
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
袋
を
開
け

た
瞬
間
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
果
物
の
香
り

を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
原
材
料
バ
ラ
ン

ス
な
ど
、
何
度
も
試
作
を
重
ね
て
最
適
解

を
導
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の

中
で
、
セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
の

「
チ
ー
ム
M
D
」と
い
う
仕
組
み
が
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
販
売
す
る
セ
ブ
ン

&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
を
は
じ
め
、
原
材
料

調
達
、
製
造
な
ど
を
担
う
各
社
の
専
門
家

が
集
ま
り
一
丸
と
な
っ
て
商
品
開
発
を
進

め
る
こ
と
で
、
目
標
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　
「
セ
ブ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム
」は
、
環
境
に
配

慮
し
つ
つ
生
産
者
支
援
も
可
能
な
社
会
的

意
義
の
あ
る
特
別
な
ブ
ラ
ン
ド
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
変
化
へ
の
対
応
を
楽

し
み
な
が
ら
前
進
し
、
そ
の
商
品
が
存
在

す
る
こ
と
で
多
く
の
人
が
笑
顔
に
な
れ
る
。

そ
ん
な
商
品
を
、
と
も
に
つ
く
っ
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

※ 1  税抜価格 2024年 9月時点
※ 2 ココアバターが 31％以上、無脂カカオ固形分 2.5％以上でその合計である総カカオ分が 35％以上の国際基準を満たした、製菓用に適したチョコレート
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パートナー企業とともに



中
上　

2
0
1
9
年
に
「
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
法
」が
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
体

や
私
た
ち
外
食
産
業
に
も
食
品
ロ
ス
削
減

へ
の
努
力
義
務
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
当
社
で
も
仕
入
れ
の
最
適
化
や
店

舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
な
ど
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
貢
献
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展
開

し
て
き
た
の
で
す
が
、
2
つ
の
課
題
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進
に

は
業
界
と
し
て
の
連
携
が
必
須
と
い
う
こ

セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
が
2
0
5
0

年
の
目
指
す
姿
と
し
て
示
し
た
環
境
宣
言

『G
R
E
E
N

 C
H
A
L
L
E
N
G
E

 20
50

』

で
は
、「
C
O
2

排
出
量
削
減
」「
食
品
ロ

ス
・
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
対
策
」「
持
続
可
能
な
調
達
」の
4
つ
を

重
点
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
と
く
に

当
社
と
深
い
関
係
に
あ
る
の
は
「
食
品
ロ

ス
・
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
」で
す
。
当
社

が
排
出
す
る
食
品
ロ
ス
は
大
き
く
分
け
て
、

調
理
過
程
で
生
じ
る
廃
棄
物
（
約
36
％
）、

コ
ー
ヒ
ー
抽
出
時
に
発
生
す
る
豆
か
す（
約

28
％
）、お
客
様
の
食
べ
残
し（
約
36
％
）※
1

の
3
つ
に
分
類
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
い
か
に
削

減
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
ず
、
店
舗
で
の
調
理
過
程
で
生
じ
る

廃
棄
物
の
主
な
原
因
は
、
食
材
の
賞
味
期

限
切
れ
で
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
自
動
発

注
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
過
剰
発
注
を
防

止
す
る
と
と
も
に
調
理
工
程
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
直
近
5
年
で

食
品
ロ
ス
を
20
％
以
上
削
減
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
コ
ー
ヒ
ー
の
豆
か
す
は
、
コ
ー

ヒ
ー
の
販
売
が
増
え
る
ほ
ど
廃
棄
量
も
増

え
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
、
大
幅
な
削

減
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

豆
か
す
を
飼
料
化
し
、
有
効
利
用
す
る
こ

と
で
廃
棄
量
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
こ
の

飼
料
で
育
っ
た
乳
牛
の
生
乳
で
つ
く
っ
た

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
デ
ニ
ー
ズ
の『
グ
ラ
タ

ン
風
ハ
ン
バ
ー
グ
』に
活
用
し
て
お
り
、
食

品
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
を
メ
ニ
ュ
ー
で

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
高
価
格
帯
な
が
ら
も

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
客
様

が
商
品
の
味
だ
け
で
な
く
、
そ
の
商
品
に

関
連
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
を
評

価
す
る
時
代
に
あ
る
と
と
ら
え
る
こ
と
も

で
き
、
今
後
も
同
様
の
商
品
展
開
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の
お
客
様
の
食
べ
残
し
へ
の
対
策

で
は
、
ま
ず
は
、
食
べ
残
さ
れ
な
い
た
め
に

お
客
様
に
と
っ
て
食
べ
切
り
や
す
い
ミ
ニ
サ

イ
ズ
メ
ニ
ュ
ー
の
展
開
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
ど
う
し
て
も
食
べ
切
れ
な

か
っ
た
料
理
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く

「
m
o
t
t
E
C
O
（
モ
ッ
テ
コ
）」へ
の

参
画
を
2
0
2
1
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
最
初
は
当
社
を
含
め
2
社
で
開

始
し
た
取
り
組
み
で
し
た
が
、
現
在
は
、

競
合
他
社
や
行
政
、
大
学
な
ど
24
の
団

体
※
2
を
巻
き
込
み
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

化
し
、
環
境
省
の
モ
デ
ル
事
業
に
も
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
か
ら

産
官
学
連
携
の「
m
o
t
t
E
C
O
」

普
及
活
動
を
展
開

お店で食べ切れなかった料理を、お
客様自身の責任においてお持ち帰り
いただく取り組み。「mottECO」と
いう名称には「もっとエコ」「持って
帰ろう」というメッセージが込めら
れています。

「
デ
ニ
ー
ズ
」
を
展
開
す
る
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
（
以
下
、
7
F
S
）
で

は
、
2
0
2
1
年
よ
り
環
境
省
が
推
進
す
る
「
m
o
t
t
E
C
O
（
モ
ッ
テ
コ
）
＝
食
べ
残

し
持
ち
帰
り
」
の
活
動
に
賛
同
し
、
外
食
産
業
や
大
学
、
自
治
体
な
ど
か
ら
な
る

「
m
o
t
t
E
C
O
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
通
じ
た
新
た
な
食
品
ロ
ス
削
減
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
の
経
緯
と
意
義
に
つ
い
て
、環
境
省
と
7
F
S

の
キ
ー
マ
ン
に
よ
る
対
談
で
お
伝
え
し
ま
す
。

は
食
品
ロ
ス
削
減
啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
m
o
t
t
E
C
O
フ
ェ
ス
タ
」を
当
社

が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
様
の
取
り
組
み
の
推
進
お
よ
び
紹
介
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
と
く
に
学
生
の
来
場

者
が
多
く
、
若
年
層
の
意
識
変
革
が
顕
著

に
起
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

セ
ブ
ン
&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
社
是
で
あ
る

「
信
頼
と
誠
実
」の
精
神
を
も
と
に
、
当
社

で
は
パ
ー
パ
ス
を「
お
客
様
の
近
く
で
、
ひ

と
皿
に
生
き
る
活
力
と
楽
し
さ
、
そ
し
て
心

の
豊
か
さ
を
提
供
す
る
」と
し
、
さ
ら
に

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
ズ
を

制
定
し
、
当
社
で
働
く
メ
ン
バ
ー
に
浸
透
さ

せ
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
心
の
豊
か
さ
に
つ

な
が
る
環
境
・
社
会
課
題
へ
の
取
り
組
み

を
、一
人
ひ
と
り
が「
自
分
ご
と
」と
と
ら

え
、
自
律
的
に
最
善
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考

え
、
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
削
減
に
限
ら
ず
、
今
後
も
当
社

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
課
題
を
抽

出
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

代表取締役
小松 雅美

株式会社セブン &アイ・
フードシステムズ

れ
ば
、「
食
べ
残
し
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
」こ
と
は
衛
生
管
理
上
の
リ
ス
ク
を
抱

え
た
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
手
を
つ
け

難
い
領
域
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
本
気
で
食
品
ロ
ス
を
解
決
す

る
の
な
ら
、
こ
れ
は
業
界
を
あ
げ
て
リ
ス

ク
に
立
ち
向
か
う
べ
き
課
題
と
と
ら
え
、

思
い
が
合
致
し
た「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト
」様

と
手
を
組
み
、「
食
べ
残
し
持
ち
帰
り
」の

普
及
推
進
を
2
0
2
1
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
推
進

す
る
環
境
省
に
官
民
連
携
を
打
診
し
、

「
m
o
t
t
E
C
O
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
井　

環
境
省
で
も
、
食
品
ロ
ス
削
減
に

は
飲
食
店
の
調
理
過
程
の
廃
棄
だ
け
で
な

く
、一
般
消
費
者
の「
食
べ
残
し
」に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
2
0
2
1
年
か
ら「
自
己
責
任

に
よ
る
食
べ
残
し
持
ち
帰
り
」を
、
広
く

普
及
す
る
施
策
を
開
始
し
た
の
で
す
。
公

募
に
よ
っ
て
「
m
o
t
t
E
C
O
」の

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ロ
ゴ
が
決
定
し
、
参
画
す

る
事
業
者
様
に
そ
の
ロ
ゴ
を
印
刷
し
た
持

ち
帰
り
容
器
を
活
用
し
て
も
ら
う
構
想
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
は
、
実
際
に
お
客
様
と
の

接
点
を
持
つ
外
食
産
業
の
皆
様
に
啓
発
・

と
で
し
た
。
日
本
の
飲
食
店
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
は
市
場
規
模
こ
そ
約
25
兆
円
と
巨

大
で
あ
り
な
が
ら
、
個
社
ご
と
の
事
業
規

模
は
小
さ
く
、一
企
業
の
取
り
組
み
で
は

業
界
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
、
広
く
社

会
に
向
け
た
発
信
力
に
お
い
て
も
弱
い
た

め
、
社
会
に
食
品
ロ
ス
削
減
を
啓
発
す
る

の
な
ら
、
複
数
企
業
が
手
を
組
み
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
お
客
様
の
食
べ
残
し
」と

い
う
食
品
ロ
ス
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
難
し
さ

で
す
。
こ
れ
は
当
社
に
限
ら
ず
安
全
・
安

心
を
追
求
し
て
き
た
飲
食
事
業
者
か
ら
す

「
m
o
t
t
E
C
O
」
参
画
の
経
緯

環
境
省

環
境
省

環
境
再
生
・
資
源
循
環
局

環
境
再
生
・
資
源
循
環
局  

総
務
課

総
務
課

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
室  
室
長
補
佐

室
長
補
佐

セ
ブ
ン

セ
ブ
ン
&&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

環
境
部
会
長

環
境
部
会
長

m
o
t
t
E
C
O

m
o
t
t
E
C
O
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム  

代
表
代
表

村
井
村
井  

辰
太
朗

辰
太
朗
様様

実効性のある変革を推進する

対  談

「mottECO（モッテコ）」とは？

持
ち
帰
り
を
身
近
な
文
化
に

※1 2023年度（重量ベース）

※2 2024年10月現在

セブン＆アイ・
フードシステムズの
食品ロス削減

社会課題を「自分ごと」でとらえ

中中な

か

う

え

な

か

う

え上上  

冨冨ふ

ゆ

き

ふ

ゆ

き之之

私たちの
未来へつなげる
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情
報
発
信
や
支
援
を
行
い
、
モ
デ
ル
事
業

を
立
ち
上
げ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
い
く

フ
ェ
ー
ズ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
願
っ

て
も
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
7
F
S
様
よ
り

連
携
の
お
話
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

中
上　

環
境
省
と
の
連
携
に
よ
っ
て

2
社
で
開
始
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

2
年
目
に
参
画
企
業
が
4
社
と
な
り
、

「
m
o
t
t
E
C
O
普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」と
し
て
の
組
織
化
を
行
い
ま
し
た
。
3

年
目
の
2
0
2
3
年
に
は
自
治
体（
杉
並

区
）を
含
む
７
団
体
に
拡
大
し
、
前
年
に

続
き
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
し
て
環
境
省
の
モ

デ
ル
事
業
に
採
択
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
。
2
0
2
4
年
10
月
現
在
で
は
、
さ
ら

に
飲
食
チ
ェ
ー
ン
や
ホ
テ
ル
、
自
治
体
や
大

学
を
含
む
産
官
学
24
団
体
が
参
画
す
る
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

中
上　

環
境
省
と
の
連
携
が
必
要
だ
っ
た

の
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、「
食
べ
残
し
の

持
ち
帰
り
」に
は
衛
生
管
理
上
の
リ
ス
ク

が
あ
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
事
業
者
は
、

お
客
様
に
「
自
己
責
任
」で
の
持
ち
帰
り

を
ご
承
諾
い
た
だ
く
こ
と
で
最
低
限
の
リ

ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
図
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
持

ち
帰
り
を
実
施
い
た
だ
く
抵
抗
感
は
拭
え

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
、
立
命
館
大
学

の
食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
や
東
京
農
業
大

学
に
も
参
画
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
食
品

ロ
ス
削
減
の
意
識
を
若
い
世
代
に
広
げ
て

い
く
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
ア

ク
シ
ョ
ン
を
研
究
事
例
と
し
て
採
り
上
げ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
外
食
産
業
は
、
実
際
に

「
m
o
t
t
E
C
O
」を
ご
利
用
い
た
だ

く
お
客
様
の
声
を
拾
う
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
社
会
へ
の
影
響
や
認
知
度
の
調
査
な

ど
、
客
観
的
視
点
に
よ
る
取
り
組
み
へ
の

評
価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
で
き
な
い
こ
と

で
あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
の
深
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
上　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
画
企

業
を
増
や
す
点
で
も
、
広
く
社
会
に
食

品
ロ
ス
削
減
の
意
識
を
広
げ
る
点
で
も
、

リ
ア
ル
で
の
対
話
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
今
夏

も
当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
に
よ
る

リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
「
m
o
t
t
E
C
O 

フ
ェ
ス
タ
2
0
2
4
」を
開
催
し
た
の
で

す
が
、
40
近
く
の
企
業
・
団
体
・
関
係
省

庁
や
自
治
体
が
出
展
し
て
食
品
ロ
ス
削
減

へ
の
問
題
意
識
や
取
り
組
み
を
発
信
し
、

ま
せ
ん
。

　

お
客
様
に
と
っ
て「
自
己
責
任
で
持
ち

帰
る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
と
も
す
れ

ば
お
客
様
に
負
担
を
強
い
る
も
の
と
し
て
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
環
境
省
が
推
進
す

る
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
お
客
様
に
説

明
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
者
に
と
っ
て

心
強
い
安
心
材
料
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
私
た
ち
と「
食
べ
残
し
の
持

ち
帰
り
」推
進
に
取
り
組
む
企
業
を
増
や

し
、
さ
ら
に
自
治
体
を
通
じ
て
個
人
事
業

店
も
巻
き
込
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
行
政
の

公
認
は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

村
井　

環
境
省
と
し
て
も
、
モ
デ
ル
事

業
の
採
択
や
ロ
ゴ
の
配
信
は
事
業
者
の

後
押
し
が
目
的
で
す
。
私
た
ち
は
食
品

ロ
ス
削
減
に
向
け
た
施
策
を
打
ち
立
て
、

制
度
や
補
助
金
な
ど
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
可
能
で
す
が
、
施
策
の
実
行
力
は
民

間
企
業
・
団
体
な
ど
、
消
費
の
現
場
に

お
け
る
創
意
工
夫
に
委
ね
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
よ
り
良
い
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
の
た
め
に
現
場
の
実
情
を
知
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
中
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
な
、
外
食
産
業
の
現
場
が
感
じ
て
い
る

課
題
や
お
客
様
の
心
情
を
共
有
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
今
後
の
施
策
へ
の
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
上　

当
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
つ
い
て
、
外

食
産
業
に
お
け
る
競
合
他
社
と
の
連
携
を

驚
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
と
り
わ

け
「
デ
ニ
ー
ズ
」と
「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ス
ト
」

様
で
は
店
舗
数
や
価
格
設
定
も
近
し
く
、

ま
さ
に
競
合
中
の
競
合
と
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
手
を
組
め
る
の
は
、

食
品
ロ
ス
削
減
が
い
わ
ゆ
る
「
下
流
」に

お
け
る
課
題
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
原
材
料
の
調
達
や
調
理

設
備
な
ど
、
商
品
価
値
に
関
わ
る
「
上

流
」
で
は
企
業
ご
と
の
独
自
性
と
価
値

訴
求
が
あ
り
、
他
社
と
の
協
働
や
共
通

化
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
廃
棄
物
処

理
や
「
m
o
t
t
E
C
O
」
に
関
す
る

部
分
は
、
商
品
提
供
後
の
「
下
流
」
に

あ
た
り
、
そ
の
課
題
解
決
で
は
互
い
に

手
を
取
り
合
え
る
と
い
う
画
期
的
な
事

例
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
食
品
廃
棄

削
減
に
も
好
影
響
が
期
待
で
き
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

中
上　

自
治
体
の
方
々
に
お
話
を
う
か
が

う
と
、
個
人
事
業
の
店
舗
に
持
ち
帰
り
容

器
の
活
用
を
お
声
が
け
し
て
も
、
や
は
り
衛

生
管
理
や
お
客
様
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス
ク
を
懸

念
す
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
参
画
企
業
が
年
間
何
万
件
も
の

「
m
o
t
t
E
C
O
」の
実
績
を
積
み
上

げ
た
う
え
で
、
ご
指
摘
や
事
故
も
な
く
、
む

し
ろ
好
意
的
な
お
客
様
の
声
が
多
い
こ
と

を
、
デ
ー
タ
と
し
て
自
治
体
に
提
供
で
き
る

こ
と
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

実
際
に
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
い

た
だ
い
て
い
る
杉
並
区
で
は
、
昨
年
約
60

店
舗
で
「
m
o
t
t
E
C
O
」の
導
入

が
進
み
、
今
年
は
1
0
0
店
舗
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
市
で
も
同

様
に
導
入
店
舗
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

7
F
S
が
環
境
省
と
の

連
携
を
必
要
と
し
た
理
由

外
食
産
業
同
士
が
手
を
結
び

自
治
体
の
課
題
解
決
を
支
援

「
食
べ
残
し
」
を
し
な
い

消
費
者
意
識
の
醸
成
へ

7月29日（月）開催の「mottECO フェスタ 
2024」では、食品ロス削減に関する講演やもっ
たいないメニューの試食会などを実施。

昨
年
を
上
ま
わ
る
5
4
0
名
に
来
場
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
、
直
接
対
話
で
私
た
ち
の
活
動
を
伝

え
、
相
談
を
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
が

そ
の
後
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
画
す
る

ケ
ー
ス
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。

村
井　

私
も
参
加
し
て
、
改
め
て
食
品
ロ

ス
へ
の
関
心
の
高
さ
と
、
実
際
に
削
減
に

取
り
組
む
方
々
の
前
向
き
な
熱
意
を
感
じ

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
で
の
紹
介
も
あ
り
、
今

後
の
一
般
消
費
者
へ
の
認
知
拡
大
に
つ
な

げ
る
う
え
で
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
の
重
要
性

も
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
品
は
幅
広
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
食
品

ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は
、
国
や
自
治
体

だ
け
で
も
、
外
食
産
業
だ
け
で
も
達
成
は

困
難
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
7
F
S
様
が

代
表
を
務
め
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
イ
ベ
ン

ト
は
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
課

題
解
決
へ
の
道
を
共
有
・
模
索
す
る
も
の

で
あ
り
、
推
進
を
加
速
す
る
う
え
で
頼
も

し
く
、
今
後
も
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
き

物
の
共
同
回
収
や
資
源
利
用
な
ど
、
新

た
な
連
携
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

村
井　

「
m
o
t
t
E
C
O
普
及
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」は
、
現
在
で
は
産
官
学
連

携
の
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
ま
す
が
、

「
官
」は
環
境
省
で
は
な
く
地
方
自
治
体

を
指
し
ま
す
。
食
品
ロ
ス
に
は
「
事
業
系

廃
棄
物
」と
「
家
庭
ご
み
」
が
あ
り
、
令

和
4
年
度
の
推
計
で
は
合
計
約
4
7
2

万
ト
ン（
事
業
者
、
家
庭
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

約
2
3
6
万
ト
ン
）に
も
上
り
、
各
自
治

体
で
は
こ
の
焼
却
費
用
が
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
自
治
体
と
し
て
は
外
食
チ
ェ
ー

ン
企
業
と
連
携
し
て「
m
o
t
t
E
C
O
」

の
ス
キ
ー
ム
を
洗
練
さ
せ
、
そ
れ
を
市
区

町
村
内
の
飲
食
店
事
業
者
に
展
開
し
、
幅

広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
住
民
の
意

識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
な

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
住
民
の
意
識
が
高

ま
れ
ば
、
家
庭
ご
み
に
お
け
る
食
品
ロ
ス

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
上　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
は「
m
o
t
t
E
C
O
」

を
通
じ
て
、
年
間
約
72
ト
ン（
2
0
2
3

年
）の
食
品
ロ
ス
削
減
に
成
功
し
ま
し

た
が
、
本
当
に
目
指
す
べ
き
は
「
誰
も
食

べ
残
さ
な
い
社
会
」
で
す
。
ま
ず
は

「
食
べ
切
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

ど
う
し
て
も
食
べ
切
れ
な
い
時
の
対
策

が
「
m
o
t
t
E
C
O
」で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
お
客

様
へ
の
啓
発
・
普
及
と
行
動
変
容
を
う
な

が
せ
る
よ
う
、
さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

この対談は動画でも
この対談は動画でも

ご覧になれます。
ご覧になれます。
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当
該
期
間
に
お
け
る
営
業
収
益
は
為
替

影
響
な
ど
に
よ
り
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
営

業
利
益
は
国
内
外
C
V
S
事
業
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
へ

の
対
応
を
進
め
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
が
中

間
期
に
お
い
て
は
十
分
に
発
現
せ
ず
減
益
と

な
り
ま
し
た
。
親
会
社
株
主
に
帰
属
す
る

中
間
純
利
益
は
、
2
0
2
5
年
度
の
中
期

経
営
計
画
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
十
分
な

利
益
を
生
ま
な
い
事
業
や
資
産
の
処
分
を

進
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
一
過
性
の
特
別
損

失
の
計
上
な
ど
に
よ
り
減
益
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
セ
ブ
ン

-

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
来
店
頻
度
の
向
上

と
荒
利
額
の
増
加
策
と
し
て
価
格
戦
略

「
う
れ
し
い
値
！
宣
言
」の
開
始
や
カ
ウ
ン

タ
ー
商
品
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

7-E
le
v
e
n
, In

c
.

で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
成
長
、
デ
ジ
タ
ル
と
デ
リ
バ
リ
ー
事
業

の
加
速
、
効
率
性
と
コ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
向
上
、
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と

強
化
に
加
え
、
不
採
算
店
舗
の
閉
鎖
を
決
定

し
利
益
改
善
と
資
産
効
率
の
改
善
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
S
S
T
事
業
に
つ
い
て
は
、

抜
本
的
変
革
の
目
標
達
成
の
目
途
が
立
ち
つ

つ
あ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
に
向
け
た
基
盤
固

め
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
2
0
2
5
年
2
月
期
の
連
結
業

第
2
四
半
期
業
績
概
況

連結業績
（ 2024年3月1日～2024年8月31日 ） 

営業収益 営業利益 親会社株主に帰属する
中間純利益

注）為替換算レート：U.S. $1＝152.36円 1元＝21.07円

1,869 億円

77.6 ％前期比

522 億円6兆 355 億円

前期比 65.1 ％
計画比 47.1 ％計画比 84.2 ％

108.8 ％前期比

計画比 107.7 ％

主な事業セグメント別営業利益

国内コンビニエンスストア事業 セブン-イレブン・ジャパン　営業利益前期差：-112億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入-5.1億円、荒利率-11億円、販売管理費-95億円

お客様の消費行動変化に対応すべく、基本商品の磨き込みをベースに、「マーケット
ニーズに対応した品揃えの拡充」、「お客様への新たな買物体験の提供」、「品質と
価格を両立した価値の提供」など、客層の拡大と来店頻度の向上に向けた取り組みを
進めました。また、デリバリーサービス「7NOW」の全国展開に向けた体制構築に
加え、「7NOWアプリ」の認知度向上にも取り組みました。加えて、2024年2月末に
新しいコンセプト店舗「SIPストア」をオープンし、好調だった商品やサービスをほか
の店舗に展開する取り組みも進めています。チェーン全店売上は2兆7,299億34百万
円（前年同期比 100.3％）、営業利益は1,276億61百万円（同91.9％）となりました。

1,385億円 1,277億円
2024年2月期
第2四半期

2025年2月期
第2四半期

92.2%前期比

91.9%計画比

海外コンビニエンスストア事業 7-Eleven, Inc.　営業利益前期差：-269億円(うち為替影響：+149億円)　
［ 主な増減要因 ］ 収入+531億円、荒利率+162億円、販売管理費-963億円 
［ ドルベース ］ 収入-21百万ドル、荒利率-180百万ドル、販売管理費-107百万ドル

インフレと高金利の中で消費の二極化が進み、個人消費環境が厳しい状況にある中で、
継続的な事業の成長と資本効率の向上を目指し、「オリジナル商品の強化」、「デジタル・
デリバリー施策の促進」、「Speedwayとの統合によるシナジー創出」、「店舗網の
拡大」という4つの施策を推進してきました。チェーン全店売上は5兆3,310億59
百万円（同 110.6％）となり、営業利益（のれん償却前）は 1,308億39百万円（同
82.9％）となりました。

2024年4月1日付でオーストラリアのConvenience Group Holdings Pty Ltd
の買収を完了し、営業総収入は1,586億81百万円となり、営業利益（のれん償却前）
は49億9百万円（同65.8％）となりました。

7-Eleven International LLC　

2024年2月期
第2四半期

2025年2月期
第2四半期

1,128億円 733億円

65.0%前期比

67.9%計画比

スーパーストア事業 イトーヨーカ堂　営業利益前期差：+8.4億円
［ 主な増減要因 ］ 収入+258億円、営業総利益率-95億円、販売管理費-154億円
収益性改善に向けた抜本的変革は計画通り進捗しており、惣菜の新ブランド「YORK 
DELI（ヨーク・デリ）」を立ち上げるなど、商品の品質向上、店舗の運営効率改善に
取り組んできました。また、衣料品の新ブランドとして、株式会社アダストリアが企画
開発、生産した「FOUND GOOD」を展開し、利用客層の拡大を図りました。2023
年9月の株式会社ヨークとの合併にともない売上高は前年を上まわりましたが、19億
88百万円の営業損失（前年同期は28億34百万円の営業損失）となりました。

原材料価格高騰への価格対応および販売促進施策が奏功し、既存店売上は前年を上
まわり、営業利益は92億96百万円（前年同期比 100.6％）となりました。

ヨークベニマル　営業利益前期差：+0.5億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+23億円、荒利率-1.8億円、販売管理費-20億円

2024年2月期
第2四半期

2025年2月期
第2四半期

44億円 35億円

79.3%前期比

175.7%計画比

金融関連事業 セブン銀行

国内ATM設置台数は27,693台（前連結会計年度末差323台増）となりました。 
預貯金金融機関の取引件数の回復、ノンバンク取り引きの増加に加え、各種キャッ
シュレス決済にともなうATMでの現金チャージ取り引きが高い水準を維持したこと
などにより、1日1台当たりのATM平均利用件数は107.9件（前年同期差3.3件増）と
なりました。

2024年2月期
第2四半期

2025年2月期
第2四半期

199億円 174億円

87.4%前期比

87.3%計画比

グループ売上 ：18兆9,930億円※  （前期比106.8％、修正額+1兆1,780億円）
※セブン-イレブン・ジャパン、セブン-イレブン・沖縄、7- Eleven, Inc. および 7- Eleven Stores 

Pty Ltd における加盟店売上を含む

 金額 前期比 修正額

営業収益 11兆8,790億円 103.5% +6,330億円

営業利益 4,030億円 75.4% -1,420億円

経常利益 3,560億円 70.2% -1,460億円

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,630億円 72.6% -1,300億円

（10月10日修正） 2025年2月期連結業績予想 績
予
想
に
つ
い
て
は
、
上
期
実
績
と
下
期
以

降
の
国
内
外
C
V
S
事
業
の
施
策
効
果
の

見
込
み
を
ふ
ま
え
、
2
0
2
4
年
4
月
10

日
発
表
の
予
想
か
ら
修
正
し
ま
し
た
。

 
株
主
還
元
方
針

利
益
向
上
に
見
合
っ
た
利
益
還
元
を
行
う
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
、
持
続
的
な
利
益
成
長
に
合
わ

せ
て
増
配
す
る「
累
進
配
当
」を
導
入
し
、2
0
2
3

年
度
か
ら
2
0
2
5
年
度
ま
で
の
累
計
で
総
還

元
性
向
を
50
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

お
り
ま
す
。

当
期
配
当
金
に
つ
い
て
は
中
間
配
当
金
20
・
00
円

に
加
え
、期
末
配
当
金
20
・
00
円
、年
間
配
当
金

と
し
て
1
株
当
た
り
40
・
00
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

2024年2月期
第2四半期

2025年2月期
第2四半期

2,4112,411
1,8691,869

2024年2月期
第2四半期

2025年2月期
第2四半期

80280260,000

40,000

20,000

0

（億円）

2025年2月期
第2四半期

2024年2月期
第2四半期

60,35560,355

522522

55,47055,470 3,000

2,000

1,000

0

（億円）
900

600

300

0

（億円）

2025年2月期 第2四半期 決算概況

2025年2月期 第2四半期決算の詳細は、
セブン ＆ アイHLDGS. WEBサイト「IR資料室」へ

2025年度の中期経営計画達成に向け、
戦略的取り組みを推進
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株式の状況
（2024年8月31日現在）

取締役 代表取締役社長 井阪 隆一
 代表取締役副社長 伊藤 順朗
 取締役 永松 文彦
 取締役 ジョセフ・マイケル・デピント
 取締役 丸山 好道
 取締役 脇田 珠樹
 取締役 スティーブン・ヘイズ・デイカス＊1

 取締役 米村 敏朗＊1

 取締役 井澤 幸＊1

 取締役 山田 メユミ＊1

 取締役 ジェニファー・シムズ・ロジャーズ＊1

 取締役 和田 眞治＊1

 取締役 八馬 史尚＊1

 取締役 ポール 与那嶺＊1

 取締役 エリザベス・ミン・マイヤーダーク＊1

監査役 常勤監査役 　　　幅野 則幸
常勤監査役 　　　手島 伸知
監査役     原 一浩＊2

監査役     稲益 みつこ＊2

監査役     松橋 香里＊2

会社情報

会社法第2条第15号に定める社外取締役
会社法第2条第16号に定める社外監査役

＊１
＊２

役員（2024年8月31日現在）

連結貸借対照表

所有者別分布状況

株主数

264,797名

株式の総数

発行可能株式総数
発行済株式総数

10,000,000,000株
2,604,555,849株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） …… 382,344 14.7%

伊藤興業株式会社 ………………………………………… 212,103 8.2%

株式会社日本カストディ銀行（信託口） ………………… 129,037 5.0%

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 … 73,831 2.8%

日本生命保険相互会社 …………………………………… 53,017 2.0%

SMBC日興証券株式会社 ………………………………… 52,352 2.0%

三井物産株式会社………………………………………… 48,667 1.9%

STATE STREET BANK WEST CLIENT-TREATY 505234 … 43,692 1.7%

JP MORGAN CHASE BANK 385864 …………… 35,173 1.4%

JP MORGAN CHASE BANK 385632 …………… 34,393 1.3%

大株主 （千株）（持株比率）

※持株比率は、自己株式を控除して試算しております。なお、自己株式には「役員報酬BIP信託」および「株式付与ESOP信託」が保有する株式数は含まれておりません。

（億円 ）（億円 ）
資産合計 負債純資産合計

9.8

30,356

75,554
固定資産

繰延資産

87,661

6.8
42,205

66,914

39,006 純資産

負債76,311

　総資産は、主に為替の変動により1兆2,595億円増の1 1兆
8,516億円となりました。流動資産および固定資産は、
7-Eleven International LLCによるSEAの取得などに
より増加しました。

2024年2月末 2024年8月末

　負債は、為替レートの変動とSEAの取得にともなう有利子
負債の増加により、9,396億円増加しました。純資産は、為替
換算調整勘定の増加などにより、3,199億円増加しました。

2024年2月末 2024年8月末

120,000

0

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

120,000

0

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

105,921 105,921
118,516

流動資産30,848

118,516

連結キャッシュ・フロー計算書

設立 2005年9月1日

本店所在地 東京都千代田区二番町8番地8

資本金 500億円

従業員数 1,074名（連結77,902名）

上場取引所 東京証券取引所プライム市場

証券コード 3382

決算期 2月末日

定時株主総会 5月中

定時株主総会の株主確定基準日 2月末日

配当基準日 2月末日および8月31日

単元株式数 100株

公告方法 電子公告
https://www.7andi.com/ir/koukoku.html
事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告ができない場合には、日本
経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL　0120-232-711（通話料無料）

会社概要（2024年2月29日現在）

所有者区分 株式数（株） 株主数（名）

■金融機関 802,925,863 173

■金融商品取引業者 142,150,367 62

■その他の法人 438,914,186 2,053

■外国法人等 952,090,026 1,680

■個人・その他 268,475,407 260,828

2
0
2
4
年
10
月
10
日
に
、「
当
社
株
主
お
よ
び
そ
の
他
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
に
対
し
て
最
善
の
利
益
の
追
求
」を

目
的
と
し
た
経
営
方
針
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。
1
点
目
は
、C
V
S

事
業
、
S
S
T
事
業
、
金
融
事
業
の
各
事
業
に
お
け
る
潜
在
的
な

価
値
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
構
造
の
最
適
化
の

推
進
、
2
点
目
は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
C
V
S

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
確
立
し
、『7-E

le
v
e
n

』ブ
ラ
ン
ド
の
高

品
質
な「
食
」お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
通
じ
て
成

長
を
加
速
し
、
事
業
ご
と
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
と
自
律
的
な
成

長
ス
ト
ー
リ
ー
の
確
立
、3
点
目
は
、各
戦
略
施
策
の
実
行
を
通
じ
、顕

在
化
さ
れ
た
企
業
価
値
・
株
式
価
値
を
株
主
の
皆
様
へ
還
元
す
る
た

め
に
、
適
切
な
キ
ャ
ピ
タ
ル
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
を
掲
げ
ま
し
た
。

経
営
資
源
を
C
V
S
事
業
に
集
中
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た

め
、
当
社
は
、7-E

leven C
o
rp
o
ratio

n

（
仮
称
）に
社
名
変

更
す
る
予
定
で
す
。
C
V
S
事
業
か
ら
創
出
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
は
成
長
投
資
、
D
e
b
t
返
済
、
株
主
還
元
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
充
当
す
る
方
針
で
あ
り
、
株
主
還
元
は
、
現
行
計
画
通
り

2
0
2
5
年
度
ま
で
に
1
0
0
0
億
円
の
自
己
株
式
取
得
を
実
施

予
定
で
す
。
ま
た
、
S
S
T
事
業
グ
ル
ー
プ
の
持
分
法
適
用
化
を

含
む
グ
ル
ー
プ
構
造
の
最
適
化
に
係
る
取
り
組
み
や
、
事
業
効
率

の
改
善
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
、
C
V
S
事
業

の
成
長
投
資
、
お
よ
び
自
己
株
式
取
得
等
の
追
加
的
な
株
主
還
元

に
充
当
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
事
業
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
を
追
求
し
、一
定
の
財
務
・
意
思

決
定
体
制
の
独
立
性
を
持
っ
て
経
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
長
期

的
な
事
業
成
長
と
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
へ
の

集
中
に
向
け
た
グ
ル
ー
プ
構
造
の
最
適
化

現金及び
現金同等物の
期首残高

投資活動による投資活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

財務活動による財務活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

営業活動による営業活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー 現金及び

現金同等物に
係る換算差額

20,000

15,000

10,000

0

5,000

25,000
（億円）

現金及び現金及び
現金同等物の現金同等物の
四半期末残高四半期末残高-765 419

-6,0075,424

15,624 14,695

営業活動によるキャッシュ・フローは、
税金等調整前中間純利益の計上により
5,424億円の収入となりました。投資 
活動によるキャッシュ・フローは、SEAの
取得による連結の範囲の変更をともなう子
会社株式の取得による支出などにより
6,007億円の支出となりました。財務活
動によるキャッシュ・フローは、社債の償還
や自己株式の取得による支出などにより
765億円の支出となりました。
以上の結果、当該期間末における現金 

及び現金同等物は、1兆4,695億円となり
ました。
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2024年8月末現在の株主名簿上で当社株式を100株以上保有されている株主様に優待申込ハガキを送付 
させていただきました（中間決算関係書類に同封）。

株主優待　お申し込みに関するお知らせ

株主通信『四季報』アンケートの御礼

2024年9月2日（月）から20日（金）にかけて、2024年5月末時点での株主様を対象として株主通信『四季報』
に関するアンケートを実施いたしました。多数の株主様にアンケートにご回答いただき、誠にありがとうござ
いました。

いただいたお声は真摯に受け止め、株主通信
『四季報』の品質向上に努めてまいります。

厳正なる抽選の結果、ご当選された1,000名様に「セブンプレミアム お茶 600ml  
7種類のうち1本無料券」を10月中旬頃に送付させていただきました。

アンケートの実施結果

回答総数：38,042通
（回答率 29.6％）

お問い合わせ先

ご不明点等は、株主優待事務局へお電話ください。
株式会社セブン&アイ・ホールディングス 株主優待事務局

0120-767-671 受付時間／9：00～17：00
【月～金曜日／土・日・祝日・年末年始（12月28日～1月5日）を除く】

左記の中間決算関係書類の封筒に
優待申込ハガキを同封しております。
必ずご確認ください。
※左記はイメージです

株主優待お申し込み方法

左記のお申込ハガキに
必要事項をご記入のうえ

までにご投函ください（当日消印有効）。
2025年1月31日（金）

※左記はイメージです。色など異なる場合があります

1819

株主優待・アンケート回答への御礼

前
職
で
約
8
年
間
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
務
め
た
後
、
1
9
9
6
年
に
セ
ブ
ン

‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、

S
E
J
）へ
入
社
し
ま
し
た
。
1
年
間
の

現
場
研
修
を
経
て
シ
ス
テ
ム
部
門
に
配
属

さ
れ
、
店
舗
の
P
O
S
レ
ジ
ス
タ
ー
や
ス

ト
ア
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
開
発
に
従
事
し

ま
し
た
。
2
0
0
0
年
に
は
当
社
セ
ブ
ン

ド
リ
ー
ム
・
ド
ッ
ト
コ
ム
の
創
業
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
2
0
2
4
年
5
月
に
社
長
に

就
任
。
創
業
以
降
初
め
て
の
生
え
抜
き
社

長
と
し
て
、
培
っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を

礎
に
、
新
た
な
挑
戦
の
も
と
企
業
の
持
続

的
成
長
に
向
け
、
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
グ
ル
ー
プ
各
社
へ
多
岐
に
わ
た

る
事
業
支
援
を
行
う
機
能
提
供
型
の
企
業

で
す
。
全
国
約
2
万
1
0
0
0
店
の
セ
ブ

ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
舗
を
基
盤
に
、
チ
ケ
ッ
ト

や
保
険
な
ど
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
商
品
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
、
S
N
S
の
制
作
・
運

営
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営
事
業
な
ど

も
手
が
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
グ
ル
ー
プ
各
社
の
共
通
会
員
基
盤
で

あ
る
「
7
i
D
」の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や

「
セ
ブ
ン
マ
イ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
制
作
・
運

営
も
当
社
の
業
務
で
す
。

「
7
i
D
」は
お
か
げ
さ
ま
で
2
0
2
3

年
7
月
に
は
、
会
員
数
が
3
0
0
0
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
グ
ル
ー
プ
の

成
長
戦
略
で
あ
る
「
お
客
様
接
点
の
価
値

向
上
」に
貢
献
し
、
お
客
様
満
足
度
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

当
社
が
第
一
期
と
と
ら
え
る
創
業
か
ら

の
最
初
の
10
年
は
、
E
C
事
業
か
ら
ス

タ
ー
ト
。「
日
本
に
お
け
る
E
C
市
場
の

発
展
に
寄
与
す
る
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
、
電
子
商
取
引
分
野
に
参
入
し
ま

し
た
。
続
く
第
二
期
の
2
0
1
0
年
代

に
は
、
E
C
物
販
（
モ
ノ
）か
ら
サ
ー
ビ

ス
（
コ
ト
）へ
と
事
業
の
転
換
を
図
り
ま

し
た
。

第
三
期
の
2
0
2
0
年
か
ら
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、
そ
れ
に

と
も
な
う
リ
ア
ル
店
舗
で
の
お
客
様
接
点

の
減
少
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
浸
透
、
チ

ケ
ッ
ト
の
電
子
化
な
ど
の
、
外
部
環
境
の

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
し
き
れ
ず
、
成

長
が
鈍
化
し
始
め
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
破
し
、
再
び
持
続
可
能

な
成
長
路
線
に
乗
せ
る
た
め
、
2
0
2
3

年
に
当
社
の「
3
か
年
経
営
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の「
3
か
年
経
営
計
画
」

株式会社セブンドリーム・
ドットコム
代表取締役社長

木原 浩明

一
人
ひ
と
り
の
便
利
を
追
求
し

新
た
な
価
値
を
共
創
す
る

の
策
定
は
、
従
業
員
の
立
候
補
制
に
よ
る

「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
」で
進
行
し
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
度
で
は
、
既
存
事
業
の
変
革

と
新
た
な
事
業
基
盤
構
築
に
基
づ
く「
成

長
戦
略
」、
お
よ
び
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
強

化
に
よ
る「
カ
ル
チ
ャ
ー
変
革
」と
い
う
2

つ
の
軸
で
、
第
三
期
の
成
長
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
な
事
業
基
盤
構
築
の
た

め
、「
事
業
開
発
部
」を
立
ち
上
げ
、「
地

域
共
創
」な
ど
を
テ
ー
マ
に
新
た
な
事
業

基
盤
の
構
築
に
挑
ん
で
お
り
、
グ
ル
ー
プ

内
の
セ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

S
E
J
と
の
3
社
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
を
軸
に
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
〝
笑
顔
〞
に
な
れ
る
よ
う
共

創
し
、
3
社
の
強
み
を
結
集
さ
せ
挑
戦
し

続
け
る
」こ
と
で
す
。
新
た
な
顧
客
体
験

の
創
出
を
目
指
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

当
社
は
来
年
2
0
2
5
年
2
月
に
設

立
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に

社
会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
多

様
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で

も
私
た
ち
は
、
常
に
お
客
様
の
立
場
に
立
ち
、

「
も
っ
と
良
い
」「
も
っ
と
便
利
な
」「
も
っ

と
必
要
と
さ
れ
る
」サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
を
追
求
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
支
援

グ
ル
ー
プ
全
体
の
事
業
支
援

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
成

を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
成

長
戦
略
に
貢
献
す
る

長
戦
略
に
貢
献
す
る

「
新
し
い
、
便
利
を
カ
タ
チ
に
。」

「
新
し
い
、
便
利
を
カ
タ
チ
に
。」

と
い
う
理
念
の
実
現
に
向
け
て

と
い
う
理
念
の
実
現
に
向
け
て

1965年11月15日生まれ。89年
SI(システム・インテグレータ)
ベンダー入社、96年セブン-イ
レブン・ジャパン入社、2000年
セブンドリーム・ドットコム転籍、
14年取締役執行役員、19年取
締役常務執行役員、24年5月よ
り現職。

新社長インタビュー
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NEWS & TOPICS

CLOSE UP
企業情報

セ
ブ
ン
銀
行

グループ各社の注目ニュースをお届けします

NEWS TOPICS&&2024年

6月-10月

10月10日

　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

2
0
2
4
年
10
月
10
日
付
の
経
営
会
議
に
お
い

て
、
当
社
の
完
全
子
会
社
と
し
て
、
当
社
グ
ル
ー

プ
の
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
お
よ
び
専

門
店
・
そ
の
他
事
業（
以
下
、「
S
S
T
事
業
グ

ル
ー
プ
」と
い
い
ま
す
。）を
統
括
す
る
中
間
持
株

会
社
（
以
下
、「
本
中
間
持
株
会
社
」と
い
い
ま

す
。）の
設
立
（
以
下
、「
本
中
間
持
株
会
社
設

立
」と
い
い
ま
す
。）を
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

1
・
中
間
持
株
会
社
設
立
の
目
的

　

当
社
は
、
グ
ル
ー
プ
構
造
の
最
適
化
を
通
じ
、

当
社
株
主
お
よ
び
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
皆
様
の
最
善
の
利
益
を
追
求
す
る
中
、
ス
ー

パ
ー
ス
ト
ア
事
業（
以
下
、「
S
S
T
事
業
」と
い

い
ま
す
。）に
お
い
て
は
、
2
0
2
4
年
4
月
10

日
付『
当
社
取
締
役
会
に
お
け
る
戦
略
委
員
会
の

提
言
に
関
す
る
討
議
内
容
お
よ
び
当
社
グ
ル
ー
プ

の
企
業
価
値
・
株
主
価
値
の
最
大
化
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
関
す
る
お
知
ら
せ
』に
て
、
当

社
株
主
お
よ
び
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

向
け
た
価
値
を
顕
在
化
さ
せ
る
べ
く
、
S
S
T
事

業
の
持
続
的
成
長
の
た
め
の
有
力
な
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
、
現
実
的
に
最
速
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

I
P
O
実
現
に
向
け
た
検
討
を
開
始
す
る
旨
を
公

表
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
、
当
社
は
、
コ
ン

赤
ち
ゃ
ん
本
舗

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

6月28日

7月16日

8月20日

7月26日

社会・環境活動

社外評価 

企業情報

社会・環境活動

銀
行
子
会
社
と
し
て
は
初
！

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

主
務
大
臣
認
定
を
取
得

ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が

セ
ブ
ン
銀
行
A
T
M
で
可
能
に
！

ピ
ジ
ョ
ン
と
の
共
催
に
よ
る
初
イ
ベ
ン
ト

「
哺
乳
器
リ
サ
イ
ク
ル
で
つ
な
ぐ

育
児
の
バ
ト
ン
」

「
世
界
で
一
番
売
れ
て
い
る
カ
レ
ー
パ
ン
」

と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
™
に
認
定

「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
舗
建
設
に
お
け

る
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」
を

締
結

今
年
で
9
年
目
「
こ
ど
も
の
未
来
応

援
基
金
」へ
募
金
を
贈
呈 

　
セ
ブ
ン
銀
行
グ
ル
ー
プ
の
ア
ク
シ
オ

ン
は
、
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証

業
務
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
と
し
て

主
務
大
臣
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
銀
行
の
子
会
社
と
し
て
初
め

て
の
取
得
と
な
り
ま
す
。

　

セ
ブ
ン
銀
行
は
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト

ホ
テ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
と
、
セ
ブ
ン

銀
行
新
型
A
T
M
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ

ス「
＋
C
o
n
n
e
c
t（
プ
ラ
ス
コ

ネ
ク
ト
）」の「
A
T
M
窓
口
」サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
業
界
で
の
導
入
は
こ
れ
が
初
の

試
み
で
、
利
用
者
は
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

や
商
業
施
設
、
駅
な
ど
に
あ
る
セ
ブ
ン

銀
行
A
T
M
で
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス

の
開
始
は
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
本
舗
と
ピ
ジ
ョ
ン

株
式
会
社
は
、
資
源
の
循
環

利
用
を
目
的
と
し
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
ピ
ジ
ョ
ン
の
哺
乳
器
を
回
収

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

回
収
本
数
が
累
計
1
万
7
0
0
0
本

と
な
っ
た
こ
と
を

記
念
し
、
啓
発
イ
ベ

ン
ト「
哺
乳
器
リ
サ

イ
ク
ル
で
つ
な
ぐ
育

児
の
バ
ト
ン
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が

展
開
す
る「
お
店
で
揚
げ
た
カ
レ
ー
パ

ン
」の
年
間
累
計
販
売
数
が
7
6
9
8

万
7
6
6
7
個
※
と
な
り
、「
最
も
販

売
さ
れ
て
い
る
揚
げ
た
て
カ
レ
ー
パ
ン

ブ
ラ
ン
ド（
最
新
年
間
）（
2
0
2
3
）」

と
し
て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
™
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
で

は
、
初
め
て
の
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
™
認
定
と
な
り

ま
す
。

　

農
林
水
産
省
と
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
木
材
利
用
を
通
じ

た
脱
炭
素
社
会
・
循
環
型
経
済
社
会
・

自
然
共
生
社
会
の
実
現
や
地
域
活
性

化
へ
の
貢
献
、
お
よ
び
セ
ブ
ン 

‐ 
イ
レ

ブ
ン
店
舗
建
設
に
お
け
る
木
材
利
用

の
推
進
を
目
的
と
し
た「
セ
ブ
ン
‐
イ

レ
ブ
ン
店
舗
建
設
に
お
け
る
建
築
物

木
材
利
用
促
進
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。
今
後
、
新
た
に
出
店
す
る
店
舗

な
ど
で
、
持
続
可
能
な
資
源
で
あ
る
木

材（
地
域
材
）を
活
用
し
た
木
造
化
・

木
質
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
で
次
世
代

環
境
配
慮
型
店
舗
と
し
て
福
岡
県
福

岡
市
内
に
、
福
岡
市
産
木
材
を
主
と

し
て
活
用
し
、
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
、
蓄

エ
ネ
の
設
備
を
備
え
た
木
造
店
舗

「
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
福
岡
も
も
ち
店
」

を
オ
ー
プ
ン
。

今
後
も
地
域

と
環
境
に
配

慮
し
た
店
舗

へ
の
挑
戦
を

続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
セ
ブ

ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
ズ
は
、「
こ
ど
も
の
未
来
応
援
基
金
」

の
募
金
を
、
全
国
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
、
ヨ
ー
ク
、
デ
ニ
ー
ズ
の
店
舗
、

セ
ブ
ン
マ
イ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
実

施
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら

れ
た
募
金
計
6
4
8
万

8
7
8
9
円
を
国
民
運

動
推
進
事
務
局
に
贈
呈

し
ま
し
た
。

7月4日 企業情報

7月19日

8月9日

社外評価

企業情報

セ
ブ
ン
銀
行

※2023年1月～12月

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業
と
は
異
な
る
成
長
ス

ト
ー
リ
ー
を
持
つ
S
S
T
事
業
グ
ル
ー
プ
に
つ
い

て
、
戦
略
策
定
と
経
営
管
理
お
よ
び
支
援
を
主
な

役
割
と
す
る
本
中
間
持
株
会
社
を
設
立
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
I
P
O
の
確
実
か
つ

速
や
か
な
実
現
に
向
け
て
、
S
S
T
事
業
グ
ル
ー

プ
の
成
長
戦
略
を
補
強
す
べ
く
、
戦
略
的
パ
ー
ト

ナ
ー
の
招
聘（
創
業
家
と
の
共
同
投
資
の
可
能
性

を
含
む
。）を
通
じ
た
持
分
法
適
用
会
社
化
の
検
討

を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

2
・
本
中
間
持
株
会
社
の
範
囲

　

本
中
間
持
株
会
社
の
資
本
傘
下
に
再
編
を
予

定
す
る
当
社
の
関
係
会
社
の
範
囲
は
、
左
記
7
社

の
S
S
T
事
業
グ
ル
ー
プ
主
要
会
社
を
含
む
、

S
S
T
事
業
グ
ル
ー
プ
に
帰
属
す
る
当
社
の
連

結
子
会
社
24
社
お
よ
び
持
分
法
適
用
会
社
7
社

の
計
31
社（
以
下
、「
S
S
T
事
業
グ
ル
ー
プ
対

象
会
社
」と
い
い
ま
す
。）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

⑴
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

⑵
株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

⑶
株
式
会
社
ロ
フ
ト 

⑷
株
式
会
社
赤
ち
ゃ
ん
本
舗

⑸
株
式
会
社
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

⑹
株
式
会
社
セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ク
リ
エ
イ
ト
リ
ン
ク

⑺ 

株
式
会
社
シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン

3
・ 

本
組
織
再
編
の
方
式

　

当
社
は
、
当
社
の
完
全
子
会
社
と
し
て
本
中
間

持
株
会
社
を
設
立
し
、
同
社
に
対
し
て
、
当
社
が

直
接
ま
た
は
間
接
に
有
す
る
S
S
T
事
業
グ

ル
ー
プ
対
象
会
社
の
株
式
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、

移
管
し
集
約
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

4
・ 

本
中
間
持
株
会
社
の
概
要

(1) 名称 株式会社ヨーク・ホールディングス

(2) 所在地 東京都千代田区二番町8番地8

(3) 代表者の
役職・氏名

代表取締役会長 伊藤 順朗
代表取締役社長 石橋 誠一郎

(4) 設立 2024年10月11日

(5) 事業内容 スーパー・専門店など各事業を中心とした企業グループの企画・管理・運営

(6) 資本金  1 億円

(7) 純資産 2億円

(8) 総資産 2億円

(9) 出資比率 株式会社セブン&アイ・ホールディングス 100.0%

(10) 上場会社と
当該会社の関係

資本関係 当社は、当該会社の発行済株式総数の100%を所有する予
定です。

人的関係 当社の代表取締役1名と従業員1名が当該会社の代表取締
役を兼務する予定です。

取引関係 当社は、当該会社から経営管理等の業務を受託する予定です。

関連当事者への該当状況 当社は、当該会社の親会社であり、関連当事者に該当する予
定です。

F
T
S
E 

R
u
s
s
e
l
l
の
E
S
G 

S
c
o
r
e
s
に
お
い
て
当
社
最
高
評
価

4
・
6
を
獲
得

中
間
持
株
会
社
設
立
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
潜
在
的
な
E
S
G
（
環
境
、

社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
）リ
ス
ク
に
対
す
る

取
り
組
み
を
評
価
す
る
F
T
S
E 

R
u
s
s
e
l
l
の
E
S
G 

S
c
o
r
e
s

に
お
い
て
、4
・
6（
5
点
満
点
中
）を

獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
に
引
き

続
き
当
社
が
こ
れ
ま
で
獲
得
し
た
中
で

最
高
の
評
価
で
す
。
今
後
も
本
業
を

通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.セ

ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.
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セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
と
三

井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社
お
よ
び

C
C
C
M
K
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株

式
会
社
は
、
全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

で
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
三
井
住
友
カ
ー
ド
が

実
施
す
る「
対
象
の
コ
ン
ビ
ニ
・
飲
食

店
で
最
大
7
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
」施
策

に
お
い
て
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
で
三
井

住
友
カ
ー
ド
の
ス
マ
ホ
の
タ
ッ
チ
決
済

を
利
用
し
た
際
に
、
通
常
ポ
イ
ン
ト
を

含
む
最
大
7
％
の
V
ポ
イ
ン
ト
を
還

元
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
最
大

10
％
に
還
元
率
を
ア
ッ
プ
、
ま
た
、
セ

ブ
ン
マ
イ
ル
か
ら
V
ポ

イ
ン
ト
へ
交
換
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
行

い
ま
す
。

　

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店

舗
で
の
V
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
自
然
資
本

に
関
す
る
リ
ス
ク
や
機
会
を

適
切
に
評
価
し
、
開
示
す
る
た
め
の
枠

組
み
を
構
築
す
る
国
際
的
な
組
織
で

あ
る「
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス（
以
下
、
T
N
F
D
）」の

提
言
に
沿
っ
た
開
示
を
行
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
国

連
生
物
多
様
性
条
約
第
15
回
締
約
国

会
議
に
お
い
て
示
さ
れ
た
考
え
方「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
新
た
な
国
際

目
標
と
し
て
2
0
3
0
年
ま
で
に
生

物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回
復
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
）」の
取
り
組
み
を

強
化
・
推
進
す
る
た
め
、
T
N
F
D
に

基
づ
い
た
分
析
・
開
示
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
結
果

を
当
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
と「
セ

ブ
ン
&
ア
イ
経
営
レ
ポ
ー
ト
2
0
2
4
」

に
て
開
示
し
ま
す
。
当
社
で
は
L
E
A
P

ア
プ
ロ
ー
チ
※

を
用
い
た
分
析
・
開
示

を
拡
充
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
企
業
が
自
然
関
連
課
題
を
評
価
・
管
理
す
る
た
め
に
、

　

T
N
F
D
が
開
発
し
た
手
法

　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
ズ
は
、
デ
ニ
ー
ズ
の
店

頭
に
お
い
て
ド
リ
ン
ク
バ
ー
で
提
供
す

る
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ヒ
ー（
粉
）の
販

売
を
開
始
し
、
商
品
の
梱
包
を
現
在
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
か
ら
紙
を
主
と
し

た
素
材
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
当
社
の
年
間
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

量
約
1
ト
ン
の
削
減
を
見
込
み
ま
す
。

紙
を
主
と
し
た
包
材
の
採
用
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
を

年
間
約
1
ト
ン
削
減

東
北
の
小
売
物
流
課
題
解
決
に
向
け

「
東
北
物
流
み
ら
い
研
究
会
」を
発
足

　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
は
、
東

北
エ
リ
ア
の
小
売
業
・
物
流

業
各
社
と
と
も
に
「
東
北
物
流
み
ら

い
研
究
会
」を
発
足
し
、
こ
れ
に
参

加
し
ま
し
た
。 

当
研
究
会
は
、
東
北

エ
リ
ア
に
お
け
る
物
流
を
取
り
巻
く

「
2
0
2
4
年
問
題
」や「
脱
炭
素
」

な
ど
の
課
題
を
共
有
し
改
善
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
後
、
ご

賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
と
議
論
を
重

ね
、
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ロ
フ
ト
で
は「LO

F
T 

G
R
E
E
N

 P
R
O
JE
C
T

〝
雑
貨
の
チ
カ
ラ
で
、
暮
ら
し
と
地
球

を
し
あ
わ
せ
に
。〞」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、「
ロ
フ
ト 

グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト 

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て

使
用
済
み
容
器
回
収
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
化

粧
品
ブ
ラ
ン
ド
・
メ
ー
カ
ー
各
社
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
2
0
2
1
年
10
月

よ
り
始
動
し
、2
0
2
4
年
8
月
末
ま

で
の
回
収
実
績
は
、
累
計
で

4
3
7
7
㎏
と
な
り
ま
し
た
。

雑
貨
の
チ
カ
ラ
で
、

暮
ら
し
と
地
球
を
し
あ
わ
せ
に
。

容
器
回
収
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
5
弾

7月 19日（金） 9月24日（火）
アカチャンホンポ
ガーデンズ千早店

福岡県福岡市東区千早3丁目6番37号
ガーデンズ千早 本館2階

アカチャンホンポ 
エミテラス所沢店

埼玉県所沢市東住吉10番1号
エミテラス所沢 3階

8月30日（金） 10月4日（金）
アカチャンホンポ
MOMOテラス店

京都府京都市伏見区桃山町山ノ下32
MOMOテラス2階 別府ロフト 大分県別府市北浜2丁目9番1号 

トキハ別府店 東館2階
8月30日（金） 10月 11日（金）
ロフト和光店 埼玉県和光市丸山台1丁目9番3号

イトーヨーカドー和光店2階 山科ロフト 京都府京都市山科区竹鼻竹ノ街道町91
ラクト山科ショッピングセンター4階

9月6日（金） 11月 1日（金）
高松オルネロフト 香川県高松市浜ノ町1-20

高松オルネ北館2階 水口ロフト 滋賀県甲賀市水口町本綾野566番1号
アル・プラザ水口1階

新店情報
A 

I
が
空
調
を
変
え
る
！

神
戸
大
学
と
共
同
開
発
し
た「
A 

I

ス
マ
ー
ト
空
調
シ
ス
テ
ム
」本
格
導
入

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、
国
立

大
学
法
人
神
戸
大
学
と
共
同

で
、
人
工
知
能
（
A
I
）を
活
用
し

た
空
調
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
シ
ス
テ
ム

「
A
I
ス
マ
ー
ト
空
調
シ
ス
テ
ム
」を

店
舗
に
本
格
導
入
し
ま
す
。「
A
I 

ス
マ
ー
ト
空
調
シ
ス
テ
ム
」は
、
店
舗

内
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
や
温
度
計

な
ど
の
セ
ン
サ
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た

人
流
、
温
度
、
C
O
2

濃
度
な
ど
の

デ
ー
タ
を
A
I

が
解
析
・
学
習
す

る
こ
と
で
、
最

適
な
空
調
管
理

を
行
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。
既
に
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
八
王
子
店

で
は
実
証
実
験

を
開
始
し
て
お

り
、
空
調
に
関

わ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
約
40
％

削
減
す
る
効
果

が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

9月1日 社会・環境活動

家
庭
系
廃
食
用
油
の
回
収
拠
点
を

東
京
都
内
全
店
舗
に
拡
大
！

累
計
25
ト
ン
の
回
収
を
目
指
す

　

家
庭
で
発
生
し
た
廃
食
用

油
は
、
そ
の
多
く
が
再
利
用
さ

れ
ず
に
可
燃
ご
み
と
し
て
廃
棄
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、バ
イ
オ
燃
料
や
イ
ン
ク
溶

剤
な
ど
の
原
料
と
し
て
活
用
で
き
る
貴

重
な
資
源
で
す
。イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は

こ
の
貴
重
な
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、東
京
都
と
廃
食
用
油
回
収
促
進
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
、イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
と
ヨ
ー
ク
合
わ
せ
て
東
京
都
内

で
計 

25 

店
舗
、全
国
で
は
計 

30 

店
舗

で
回
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
り
組

み
開
始
以
来
、
回
収
量
は
専
用
リ

タ
ー
ナ
ブ
ル
ボ
ト
ル
約
5
4
0
0
本

相
当
と
な
り
ま
し
た（
2
0
2
4
年
8

月
時
点
）。
当
社
は 

2
0
2
5
年
度
ま

で
に
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
と
ヨ
ー
ク
の

全
店
舗
に

回
収
拠
点

を
拡
大
し
、

累
計
25
ト

ン
の
家
庭

系
廃
食
用

油
回
収
を

目
指
し
ま

す
。

9月1日 社会・環境活動

ロ
フ
ト

9月2日

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

社会・環境活動

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
し
て
初

『
T
N
F
D
』提
言
に
沿
っ
た

自
然
関
連
情
報
の
開
示
を
ス
タ
ー
ト

9月5日 企業情報

セ
ブ
ン
&
ア
イ
H
L
D
G
S.

9月6日 社会・環境活動

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

　

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

ズ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
を
目
的
と

し
て
ホ
テ
ル
事
業
4
社
と
連
携
し
、
自
動

お
し
ぼ
り
供
給
機「
S
A
W
A
N
N
A

（
サ
ワ
ン
ナ
）」を
デ
ニ
ー
ズ
の
一
部
店

舗
で
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、「
農
林
水
産
省 

外
食
・
中
食
産

業
持
続
的
発
展
対
策
事
業
補
助
金

（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
対
応
や
環
境
配
慮

の
取
組
）」
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 自

動
お
し
ぼ
り
供
給
機
5
社
共
同

導
入
。
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
に

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
で
貯
ま
る
V
ポ
イ

ン
ト
が
最
大
10
%
に
還
元
率
ア
ッ
プ
！

セ
ブ
ン
マ
イ
ル
か
ら
V
ポ
イ
ン
ト
へ
の

交
換
も
可
能
に

9月30日

10月15日

セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

社会・環境活動

企業情報

9月20日 社会・環境活動

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

10月24日、投資家・アナリストの皆様を対象とした「セブン＆アイ・ホールディングス『IR 
Day 2024 Autumn』」をオンラインにて開催しました。当日は海外CVS事業戦略、グロー
バルCVS事業戦略、国内CVS事業戦略ならびにESG戦略（サステナビリティ）について、各
事業の統括責任者がご説明する形式で、皆様との質疑応答を交えつつ、より詳細にお伝え
させていただきました。『 IR Day 2024 Autumn』の資料および動画は、セブン＆アイ・
ホールディングスHPに掲載しております。

セブン＆アイHLDGS.

『IR Day 2024 Autumn』を開催

▲『IR Day 2024 Autumn』の
　資料および動画はこちらから



環境ファームは世界的な食品安全基準であるSQF認証を取得済み。スト
レスの少ない環境で豚たちが育っています（写真は豚舎の散水中の様子）。

配合飼料は成長に合わせて変え、出荷前にはさつまいもを含んだものを
与えています。

厳しい防疫体制を敷き、繁殖から105日前後まで育てる財部農場。かなたには良質
な水を生み出す霧島連峰の景色が広がっています。

概ね200日以上をかけて肥育された黒豚を、出荷前に特別
に豚舎から外に出していただきました。

鹿児島県産黒豚（バークシャー種）の体には、四肢と鼻先、尻尾の先に「六白（ろっぱく）」と呼ばれる白い
部分があるのが特徴です。

こだわりの産地を訪ねて
「王者の証」の
ムービーはこちら

黒
豚
は
鹿
児
島
県
が
誇
る
名
産
品
の 

一 

つ

で
す
。
そ
の
ル
ー
ツ
は
約
4
0
0
年
前
、
当

時
の
琉
球
王
国
か
ら
薩
摩
藩
に
豚
が
移
入

さ
れ
た
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
か
。
そ
の
後
、

明
治
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
バ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
を
導
入
し
、
交
配
す
る
こ
と
で
黒
豚
の
品

種
改
良
が
進
み
ま
し
た
。
全
国
的
に
は
成
育

が
早
く
経
済
効
率
の
高
い
白
豚
の
飼
育
が

増
加
し
て
い
く
中
、
鹿
児
島
県
で
は
黒
豚
の

改
良
に
努
め
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
上
げ

る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の『
和
の
お
せ
ち
二
段

重
』『
和
の
お
せ
ち
三
段
重
』と『
国
産
お
せ

ち
三
段
重 

極き
ょ
く
じ
ん尽
』に
盛
り
込
ま
れ
る
美
味
の

一
つ
が
、こ
の
鹿
児
島
県
産
黒
豚
の
角
煮
で
す
。

「
鹿
児
島
県
黒
豚
生
産
者
協
議
会
に
よ
る

と
、一 

般
的
に
黒
豚
の
肉
に
は
旨
味
成
分
で

あ
る
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
、
肉
の
繊
維
が
き
め

細
か
い
の
で
、
歯
切
れ
が
良
い
。
さ
ら
に
脂
は

融
点
が
高
い
の
で
べ
と
つ
か
ず
、
甘
み
が
あ
る

の
に
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。」

こ
う
説
明
す
る
の
は
、
黒
豚
を
生
産
す
る

㈲ 

環
境
フ
ァ
ー
ム
の
熊
野
政
利
さ
ん
。

環
境
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
鹿
児
島
県
に
あ
る

2
カ
所
の
農
場
で
黒
豚
の
生
産
・
肥
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
曽
於
市
に
あ
る
農
場

で
黒
豚
を
繁
殖
さ
せ
、
良
質
な
飼
料
と
霧
島

山
系
か
ら
流
れ
る
良
質
な
地
下
水
を
た
っ

ぷ
り
と
与
え
ま
す
。
そ
し
て
生
後
1
0
5
日

前
後
、
体
重
40
〜
50
㎏
に
な
る
ま
で
育
て
た

ら
、
鹿
屋
市
に
あ
る
農
場
へ
移
し
、こ
こ
で
出

荷
ま
で
じ
っ
く
り
と
育
て
て
い
き
ま
す
。

両
農
場
と
も
最
新
設
備
を
誇
る
ウ
イ
ン
ド

ウ
レ
ス
豚
舎
で
、一 

般
の
人
は
そ
の
敷
地
に
も

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、徹
底
し
た
防
疫

体
制
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ

フ
が
豚
舎
に
入
り
、
毎
日
黒
豚
の
様
子
を
確

認
し
、給
餌
や
豚
舎
の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
彼
ら
が
豚
舎
に
出
入
り
す
る
時
に

は
、
下
着
も
含
め
て
頭
の
先
か
ら
爪
先
ま
で
、

す
べ
て
清
潔
な
も
の
に
着
替
え
る
そ
う
で
す
。

黒
豚
に
与
え
ら
れ
る
飼
料
は
、
配
合
飼
料

を
成
長
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
ま
す
が
、出
荷

前
の
約
2
カ
月
間
、さ
つ
ま
い
も
を
10
〜
20
%

含
む
飼
料
を
与
え
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

「
飼
料
に
さ
つ
ま
い
も
を
加
え
る
の
は
鹿
児

島
県
産
黒
豚
の
特
徴
で
す
。一 

般
的
に
旨
味

成
分（
ア
ミ
ノ
酸
）が
多
く
含
ま
れ
る
黒
豚
に

さ
つ
ま
い
も
を
与
え
る
こ
と
で
、黒
豚
の
脂
肪

の
質
が
向
上
し
、さ
っ
ぱ
り
と
し
た
食
味
や

締
ま
り
の
あ
る
肉
質
が
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。」と
熊
野
さ
ん
。

暑
さ
寒
さ
か
ら
守
ら
れ
た
、ス
ト
レ
ス
の

少
な
い
清
潔
な
豚
舎
で
じ
っ
く
り
成
長
す
る

黒
豚
た
ち
。
概
ね
2
0
0
日
以
上
と
、一
般

的
な
豚
よ
り
約
1
カ
月
か
ら
2
カ
月
長
い
期

間
を
か
け
て
成
育
し
た
ら
出
荷
と
な
り
ま
す
。

「
時
間
を
か
け
じ
っ
く
り
と
育
て
る
の
で
、

き
め
細
か
な
肉
質
に
な
る
ん
で
す
」と
熊
野

さ
ん
は
説
明
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
は
も
ち
ろ
ん
、
他
を
寄
せ
つ
け

な
い
肉
の
旨
味
で
、日
本
屈
指
の
ブ
ラ
ン
ド
の

地
位
を
築
く
鹿
児
島
県
産
黒
豚
。
そ
の
贅
沢

な
お
い
し
さ
を
、ぜ
ひ
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の

お
せ
ち
で
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境
で

じ
っ
く
り
育
つ

大隅半島の中央に位置する鹿屋市に
ある「輝北天球館」周辺の高台からは、
錦江湾と桜島を見ることができます。

鹿児島県 大隅地域

伝統食材を贅沢に使用した、セブン-イレブンの
「和のおせち三段重」。今回ご紹介した「旨味」と
「コク」が引き立つ鹿児島県産の黒豚の角煮をは
じめ、三陸産 銀鮭の燻製など和の23品目が彩る、
こだわりの逸品です。12月28日まで、ネット予約
および全国のセブン-イレブン店頭で予約可能。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
お
せ
ち
を
彩
る
黒
豚
の
角
煮
。

き
め
細
か
い
肉
質
と
旨
味
た
っ
ぷ
り
の
黒
豚
を
、大
釜
で
じ
っ
く
り
煮
込
ん
で

つ
く
り
ま
す
。黒
豚
の
お
い
し
さ
の
秘
密
を
探
る
た
め
、代
表
的
な
生
産
地
で

あ
る
鹿
児
島
県
曽
於
市
と
鹿
屋
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

お
い
し
さ
の
秘
密
は
さ
つ
ま
い
も
に
あ
り
！

鹿
児
島
県
産
黒
豚

鹿
児
島
県
産
黒
豚

2425

こだわりの産地を訪ねて




